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を
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し
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ト
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地
震
に
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し
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自
然
環
境
を
未
来
へ
つ
な
ご
う
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指
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健
康
寿
命
の
延
伸



今
年
は

健
康
づ
く
り
元
年

本
町
で
は
健
康
寿
命
の
延
伸

を
目
標
に
今
年
を
「
早
島
健
康

づ
く
り
元
年
」
と
位
置
づ
け
、

介
護
予
防
教
室
の
開
催
や
ラ
ジ

オ
体
操
を
推
奨
す
る
な
ど
健
康

づ
く
り
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

去
る
７
月
31
日
、
か
ん
ぽ
生

命
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
全
国
ラ
ジ
オ
体

操
連
盟
主
催
、
早
島
町
、
早
島

町
教
育
委
員
会
共
催
の
「
夏
期

巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の

体
操
会
」
を
開
催
。
会
場
の
南

グ
ラ
ン
ド
に
は
、
目
標
を
は
る

か
に
上
回
る
約
１
，３
８
０
名

の
参
加
者
が
集
い
、
元
気
い
っ

ぱ
い
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。

開会式であいさつする中戸哲生町長

「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」を開催

ラジオ体操を継続して
健康になろう

1,380人
が参加
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夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
は
昭

和
28
年
か
ら
始
ま
り
、
学
校
の
夏

季
休
業
中
に
全
国
各
地
を
巡
回
、

全
国
に
生
放
送
さ
れ
る
も
の
で
、

早
島
町
で
は
今
か
ら
27
年
前
の
昭

和
61
年
、
町
制
施
行
90
周
年
の
記

念
事
業
と
し
て
一
度
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
夏
期
巡
回
ラ

ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会

は
、
早
島
町
が
進
め
る
健
康
づ
く

り
推
進
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
事
業
と

し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

中
戸
哲
生
町
長
は
開
会
に
あ
た

り
、「
自
分
の
暮
ら
す
町
で
い
つ

ま
で
も
健
康
に
過
ご
し
た
い
と
思

う
の
は
、だ
れ
し
も
の
こ
と
で
す
。

そ
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
私
た
ち
自
身
が
日
ご
ろ

か
ら
運
動
に
親
し
む
習
慣
を
身
に

つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ラ

ジ
オ
体
操
に
注
目
し
、
今
ま
で
以

上
に
こ
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
本
日
の
夏
期

巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体

操
会
は
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る

も
の
。
今
日
を
契
機
に
、
い
つ
ま

で
も
健
康
で
元
気
に
過
ご
せ
る
時

間
を
少
し
で
も
延
ば
す
、
健
康
寿

命
の
延
伸
に
皆
さ
ん
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

健康づくり推進運動のシンボル事業として
巡回ラジオ体操会を開催

特集：ラジオ体操を継続して健康になろう

　「ラジオ体操」は、日常生活や仕事ではあまり使われない筋肉や
関節をバランスよく動かすことによって、柔軟性を保持し、筋力
を高めます。
　そのうえ、調整力（バランスをとり、リズミカルに身体を操作
したり、すばやく身体を反応させて安全性を高めたりする機能）
や全身の血液循環をよくするなど、全身に運動刺激を与え、機能
を活性化させます。
　子どもたちにとっても、全身をバランスよく動かすことにより、
体の成長に必要な発育・発達の刺激となって、運動能力が向上し
ます。
　そして、体のどの部分の運動なのか意識して行うことがポイン
トです。
　「ラジオ体操」は、適切な健康体力づくりのためによく考えられ
た、すばらしい体操です。ぜひ継続して実施していただければと
思います。

出典「絵でおぼえるラジオ体操」から抜粋

NPO法人全国ラジオ体操連盟
　理事　長野　信一 氏
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小
学
校
、
中
学
校
で
は

運
動
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

ラ
ジ
オ
体
操
を
復
活

　

こ
の
日
に
向
け
て
、
小
学
校
、

中
学
校
で
は
、
運
動
会
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
復
活
さ

せ
、
町
役
場
で
は
始
業
前
に
ラ
ジ

オ
体
操
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、

事
前
講
習
会
を
昨
年
町
民
運
動
会

で
指
導
を
お
願
い
し
た
1
級
ラ
ジ

オ
体
操
指
導
士
宮　
和
子
氏
を
迎

え
て
4
回
開
催
す
る
な
ど
、
着
々

と
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、各
自
治
会
で
は
、恒
例
の
早

朝
ラ
ジ
オ
体
操
会
で
自
治
会
長
、

文
化
体
育
担
当
者
の
皆
さ
ん
を
中

心
に
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み

ん
な
の
体
操
会
へ
の
参
加
を
呼
び

掛
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
受
付
に
は
長
蛇
の
列

　

前
日
の
雨
で
、
屋
外
で
の
開
催

が
一
時
は
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
願
い
が
通
じ
た
の
か
、

当
日
は
厚
い
雨
雲
を
追
い
払
い
無

事
、南
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
が
実
現
。　

受
付
開
始
の
5
時
30
分
に
は
早
朝

に
も
か
か
わ
ら
ず
参
加
者
の
長
蛇

の
列
が
で
き
、
中
に
は
遠
く
井
原

市
、
福
山
市
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
の

皆
さ
ん
の
姿
も
見
え
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
、
リ
ハ
ー
サ
ル
を
終

え
、
い
よ
い
よ
本
番
の
午
前
6
時

30
分
。
テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み
の

西
川 

佳
克
さ
ん
の
「
全
国
の
皆

さ
ん
、
会
場
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て

海
外
で
ラ
ジ
オ
を
お
聴
き
の
皆
さ

ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の

あ
い
さ
つ
と
と
も
に
、
早
島
町
で

の
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん

な
の
体
操
会
の
様
子
が
加
藤 

由

美
子
さ
ん
の
爽
や
か
な
ピ
ア
ノ
の

音
色
に
あ
わ
せ
て
、
全
国
の
ラ
ジ

オ
か
ら
流
れ
ま
し
た
。　

　

ラ
ジ
オ
生
放
送
後
の
、
ラ
ジ
オ

体
操
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
で
は
、

一
つ
一
つ
の
動
作
の
意
味
や
注
意

点
な
ど
を
西
川
さ
ん
が
軽
妙
な
語

り
で
分
か
り
や
す
く
解
説
、
会
場

は
、
再
び
大
き
く
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

こ
の「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・

み
ん
な
の
体
操
会
」
を
機
会
に
、

誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も

手
軽
に
参
加
で
き
る
ラ
ジ
オ
体
操

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
運
動
習
慣
を

身
に
つ
け
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

生
涯
学
習
課
で
は
、
ラ
ジ
オ
体

操
の
Ｃ
Ｄ
や
再
生
プ
レ
イ
ヤ
ー
を

5
人
以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
に

無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
ラ

ジ
オ
体
操
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

問　

生
涯
学
習
課

（
☎
４
８
２
・
１
５
１
１
）

小学校運動会でのラジオ体操

受付でボランティアとして活躍する中学生ら
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ラ
ジ
オ
体
操
の
今
昔

　

１
９
２
８
年
（
昭
和
3
年
）
11

月
1
日
の
朝
7
時
、
東
京
中
央
放

送
局
か
ら
ラ
ジ
オ
の
電
波
に
乗

り
、
初
め
て
国
民
の
体
操
が
全
国

に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
体

操
の
誕
生
で
す
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
全

国
放
送
が
開
始
さ
れ
た
年
に
始
ま

り
、
ラ
ジ
オ
の
普
及
と
共
に
全
国

に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、関
東
大
震
災（
１
９
２
３

年
）
か
ら
の
復
興
な
ど
を
背
景

に
、
昭
和
の
初
め
は
国
を
挙
げ
て

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
気

運
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、昭
和
5
年
7
月
、

東
京
神
田
で
子
ど
も
た
ち
を
中
心

に
老
若
男
女
120
名
が
集
ま
り
、「
夏

休
み
早
起
き
ラ
ジ
オ
体
操
会
」
が

始
ま
り
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
放
送
の
か
け
声
が
早

朝
の
公
園
に
こ
だ
ま
し
、
8

月
下
旬
に
は
神
田
地
区
全
体
で

２
，０
０
０
人
ほ
ど
集
ま
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

国
民
の
健
康
増
進
を
目
的
に
制

定
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
体
操
も
ス
タ
ー

ト
か
ら
80
年
以
上
が
経
ち
、「
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」

手
軽
に
で
き
る
健
康
法
と
し
て
全

国
的
に
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、21
世
紀
に
入
り
、

人
々
の
生
活
に
お
い
て
は
Ｉ
Ｔ
革

命
を
は
じ
め
、
都
市
化
、
高
学
歴

化
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
が
急

速
に
進
み
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
変
化
で
体
を
動
か

す
機
会
が
減
少
す
る
一
方
、
か
つ

て
な
い
ほ
ど
健
康
志
向
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
ラ
ジ
オ
体
操

を
続
け
て
実
施
し
て
い
る
人
は

２
，７
０
０
万
人
く
ら
い
と
い
わ
れ

国
民
の
4
〜
5
人
に
一
人
は
健
康

法
に
し
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
す
。

出
典
「
絵
で
お
ぼ
え
る
ラ
ジ
オ
体
操
」
か
ら

抜
粋

マ
イ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
募
集

　

生
涯
学
習
課
で
は
、「
健
康
づ
く

り
元
年
」の
推
進
事
業
と
し
て
、
ラ

ジ
オ
体
操
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
普

及
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、町
内
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
モ

デ
ル
コ
ー
ス
を
設
定
し
、順
次
案
内

板
等
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
日
ご
ろ
皆
さ
ん
が
歩

い
て
い
る
マ
イ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
ご
推
薦
い
た
だ
き
、
モ

デ
ル
コ
ー
ス
設
定
の
参
考
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
勧
め
の
コ
ー
ス
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　

・
氏
名
、
連
絡
先
、
コ
ー
ス
の

概
要
（
略
図
）
を
書
い
た
も

の
を
生
涯
学
習
課
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　
　

様
式
は
自
由
で
す
。

　
・
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
コ
ー
ス
は
、

モ
デ
ル
コ
ー
ス
設
定
の
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
・
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

後
日
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

問
・

申応　

生
涯
学
習
課

　
（
ゆ
る
び
の
舎
事
務
所
内
）

　
（
☎
４
８
２
・
１
５
１
１
）

健康づくり推進大会開催

　秋には「早島町健康づくり推進大会」を
開催し、講師に養老孟司氏を招き、記念講
演を行います。
※記念講演の聴講には入場整理券が必要になります。
入場整理券は９月24日（火）から役場福祉課またはゆ
るびの舎で配布します。整理券はお一人につき2枚
まで。　　　　問　福祉課（☎４８２・２４８３） 

  「楽しく  元気で
　　　生き生きと」 

入場料
無料
整理券要

日 時　11月２日土13：00開場　13：30開演
会 場　町民総合会館（ゆるびの舎）文化ホール

□講師
　東京大学名誉教授
　　  養老孟司 氏

□講演

特集：ラジオ体操を継続して健康になろう
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
と
は

　
「
南
海
ト
ラ
フ
」
と
は
、
静
岡
県
の
駿

河
湾
〜
四
国
高
知
沖
〜
宮
崎
県
の
日
向
灘

付
近
ま
で
伸
び
る
深
さ
約
４
，０
０
０
ｍ

の
海
底
の
溝
（
ト
ラ
フ
）
の
こ
と
で
、ユ
ー

ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ

レ
ー
ト
の
境
界
線
に
位
置
し
ま
す
。

　

こ
の
南
海
ト
ラ
フ
付
近
を
震
源
と
す

る
、
東
海
地
震
や
南
海
地
震
な
ど
の
大
地

震
は
、
過
去
に
お
よ
そ
90
〜
150
年
の
周
期

で
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
２

つ
以
上
の
地
震
が
連
動
し
て
起
こ
る
可
能

性
も
あ
り
、
そ
の
場
合
、
東

日
本
大
震
災
と
同
等
以
上
の

巨
大
地
震
が
発
生
す
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
、
あ

ら
ゆ
る
可
能
性
を
考
慮
し
た

最
大
ク
ラ
ス
の
巨
大
な
地
震

の
こ
と
を
「
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

東
海
地
震
に
つ
い
て
は
、

前
回
の
発
生
か
ら
す
で
に
159

年
が
経
過
し
、
南
海
地
震
、

東
南
海
地
震
は
前
回
の
発
生

か
ら
67
年
〜
69
年
が
経
過
し

て
い
ま
す
。
国
の
地
震
調
査

委
員
会
の
報
告
で
は
、
南
海

ト
ラ
フ
で
発
生
す
る
地
震
の

確
率
は
今
後
10
年
以
内
で

20
％
、
今
後
30
年
以
内
で

60
％
〜
70
％
、
今
後
50
年
以

内
で
は
90
％
以
上
と
さ
れ
、
切
迫
性
が
高

ま
っ
て
い
る
と
し
て
注
意
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
次
に
起
こ
る
地
震
の
規

模
を「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
〜
9
ク
ラ
ス
」

と
想
定
し
、
複
数
の
地
震
が
連
動
し
て
同

時
に
、
ま
た
は
数
時
間
か
ら
数
年
の
時
間

差
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
可
能
性
を
指
摘
し

て
い
ま
す
。
実
際
に
過
去
の
地
震
に
お
い

て
は
、
１
８
５
４
年
の
安
政
地
震
で
は
、

東
海
・
東
南
海
地
震
発
生
の
32
時
間
後
に

南
海
地
震
が
発
生
し
て
お
り
、
１
９
４
４

年
の
昭
和
東
南
海
地
震
で
は
、
2
年
後
に

昭
和
南
海
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

日向灘

東南海

南海

東海

南海トラフ

想定震源域

▲南海トラフ巨大地震の想定震源域

写真提供：岩手県宮古市

Prepare for
a disaster.

特集特集

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

備
え
よ
う

の
数
有
界
世
は
本
日

で
こ
ど
つ
い

と
い
な
少
の
害
災

る
い
て
れ
わ
言

も
県
山
岡
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

よ
る
被
害
想
定

　

国
や
県
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

が
起
こ
っ
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
被
害
の

全
体
像
に
つ
い
て
検
討
し
、
昨
年
か
ら
順

次
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

内
閣
府
の
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
モ

デ
ル
検
討
会
が
公
表
し
た
被
害
想
定
に
よ

る
と
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し

た
場
合
、
東
海
か
ら
四
国
、
九
州
の
10
県

で
震
度
7
を
観
測
す
る
な
ど
、
西
日
本
中

心
に
超
広
域
に
わ
た
り
非
常
に
強
い
揺
れ

が
発
生
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
海
か
ら
西

日
本
の
沿
岸
部
で
は
巨
大
な
津
波
が
押
し

寄
せ
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
と
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
揺
れ
や
津
波

に
よ
る
被
害
は
、
最
悪
の
ケ
ー
ス
で
建

物
全
壊
が
約
238
万
6
千
棟
、
死
者
は
約

32
万
3
千
人
に
上
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
東
日
本
大
震
災
と
比
較
し
て
建
物
全

壊
数
で
約
19
倍
、
死
者
数
で
約
17
倍
に
も

な
る
被
害
で
す
。

　

ま
た
、
津
波
や
液
状
化
に
よ
る
断
水
や

停
電
、
電
話
の
不
通
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
被
害
や
道
路
、
鉄
道
、
空
港
な
ど
の
交

通
施
設
の
被
害
が
超
広
域
に
わ
た
っ
て
発

生
し
、
最
大
で
950
万
人
の
避
難
者
や

１
，０
６
０
万
人
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生

す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
島
町
で
は
ど
う
な
る
？

　

県
は
、
こ
の
７
月
に
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
に
よ
る
県
内
の
被
害
想
定
を
と
り
ま

と
め
、
公
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
報
告
書

に
よ
る
と
、
岡
山
県
で
も
最
大
震
度
６
強

の
揺
れ
が
発
生
し
、
最
大
で
建
物
の
全
壊

が
約
3
万
棟
、
死
者
数
約
３
，０
０
０
人

に
上
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
早
島
町
内
で
も
、
最
大
震
度
６

弱
の
揺
れ
に
よ
り
、
被
害
は
最
大
で
建
物

の
全
壊
が
71
棟
、
死
者
1
名
、
負
傷
者
48

名
に
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
水
道
や
電
力
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に

も
大
き
な
被
害
が
発
生
し
、
町
内
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
復
旧
に
は
長
い
も
の
で
１
週
間
以

上
要
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
30
年
以
内
に
南
海
ト
ラ
フ
で
大
地
震
が

発
生
す
る
可
能
性
は
60
％
か
ら
70
％
と
高
い

南海トラフ巨大地震に備えようa disaster.

特集

❶建物被害の想定（被害が最大となるケース）

項　　目
岡山県全体 うち早島町

全壊［棟］ 半壊［棟］ 全壊［棟］ 半壊［棟］

揺れによる被害 4,690 42,651 14 236

液状化による被害 13,345 22,237 48 80

急傾斜地崩壊による被害 221 433 4 7

津波による被害 8,817 57,731 0 0

火災による被害 3,911 ― 5 ―

計 30,984 123，052 71 323

※液状化による全壊には大規模半壊を含む

❷人的被害の想定（被害が最大となるケース）

項　　目
岡山県全体 うち早島町

死者［人］ 負傷者［人］ 死者［人］ 負傷者［人］

建物倒壊による被害 305 7,534 1 43

　うち屋内転倒・落下物による被害 57 1,441 0 9

急傾斜地崩壊による被害 20 25 0 0

津波による被害 2,786 4,255 0 0

火災による被害 23 169 0 0

屋外転倒物・落下物による被害 20 697 0 5

計 3,154 12,680 1 48

❸ライフライン被害の想定（被害が最大となるケース）
項　　目 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

上下水道断水率（早島町） 57.0% 30.4% 16.4% 0%

下水道断水率（早島町） 100% 100% 100% 0%

停電率（早島町） 100% 1.1% 0% 0%

固定電話不通率（全県） 77.9% 1.9% 1.0% 0%

※上水道を優先復旧するため、下水道の復旧が遅れる想定となっている
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ま
た
、
県
で
は
、
国
の
被
害
想
定
を
元

に
、
よ
り
詳
細
な
地
形
デ
ー
タ
等
を
用
い

て
県
内
の
震
度
分
布
図
、
液
状
化
危
険
度

分
布
図
、
津
波
浸
水
想
定
図
を
作
成
し
、

公
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、図
１
の
震
度
分
布
図
に
よ
る
と
、

早
島
町
で
は
主
に
南
部
の
低
地
で
最
大
震

度
６
弱
、
北
部
の
丘
陵
地
な
ど
で
震
度
５

強
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
激
し
い
揺
れ
に
よ
り
、
屋
内
で
は

固
定
し
て
い
な
い
家
具
の
転
倒
、
屋
外
で

は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
家
屋
の
ひ
び
割

れ
や
倒
壊
な
ど
の
被
害
の
発
生
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

　

次
に
図
２
の
液
状
化
危
険
度
分
布
図
に

よ
る
と
、
主
に
町
南
部
の
干
拓
地
で
液
状

化
危
険
度
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
一
部
地

域
で
は
液
状
化
危
険
度
は
極
め
て
高
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

液
状
化
に
よ
る
道
路
や
水
道
管
な
ど
の

破
損
、
建
物
が
傾
く
な
ど
の
被
害
の
発
生

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る

津
波
は
、
地
震
発
生
か
ら
約
３
時
間
後
に

は
岡
山
県
に
も
到
達
す
る
と
想
定
さ
れ
て

お
り
、
津
波
高
は
最
大
で
3.4
ｍ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
沿
岸
市
町
で
は
、

浸
水
被
害
の
発
生
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、早
島
町
は
、被
害
が
最
大
と
な
る
ケ
ー

ス
（
地
震
に
よ
り
堤
防
が
破
壊
さ
れ
る
場

合
）
で
も
津
波
浸
水
区
域
に
は
入
っ
て
い

ま
せ
ん
。（
図
3
）

　

な
お
、
南
海
ト
ラ
フ
で
発
生
す
る
最
大

ク
ラ
ス
の
地
震
に
つ
い
て
は
、
発
生
す
る

確
率
は
１
０
０
０
年
に
一
度
か
、
そ
れ
よ

り
も
っ
と
低
い
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も

次
に
起
こ
る
地
震
を
予
測
し
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
か
と
い
っ
て
、
自
分
の
地

域
は
大
丈
夫
と
軽
く
考
え
た
り
、
逆
に
過

度
に
心
配
し
す
ぎ
て
悲
観
的
に
な
る
こ
と

は
問
題
で
あ
り
、
非
常
に
大
き
な
揺
れ
や

津
波
が
起
こ
り
う
る
こ
と
を
認
識
し
、「
正

し
く
恐
れ
る
」
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

国
の
想
定
に
よ
れ
ば
、
建
物
の
耐
震
化

や
家
具
等
の
転
倒
防
止
対
策
、
早
期
避
難

の
徹
底
等
の
防
災
対
策
を
講
じ
る
こ
と

で
、
死
者
数
を
７
割
〜
８
割
減
ら
す
こ
と

岡
山
県
で
は
、県
内
の
震
度
分
布
図
、液
状
化
危
険
度
分
布
図
、

津
波
浸
水
想
定
図
を
公
表
し
て
い
ま
す

【図2】　早島町の液状化危険度分布図

【図1】　早島町の震度分布図
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が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
を
考
え
、
出
来
る
こ
と
か
ら
着
実

に
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
、
地
域
全
体
の

防
災
力
を
高
め
、
地
震
の
被
害
を
軽
減
す

る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

◯
非
常
持
ち
出
し
品
を

　

準
備
し
ま
し
ょ
う

　

家
庭
で
最
低
限
そ
ろ
え
て
お
き
た
い
も

の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　
・
懐
中
電
灯
（
電
池
も
忘
れ
ず
に
）

　
・
携
帯
ラ
ジ
オ

　
・
現
金
（
硬
貨
を
多
め
に
）

　
・
衣
類
、
タ
オ
ル
、
手
袋

　
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
生
理
用
品

　
・
ラ
ッ
プ
、
ポ
リ
袋
、
石
鹸

　
・
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー

　
・
救
急
医
療
品

　
・
水
、
食
料
（
３
日
分
以
上
）

　

ま
た
、
乳
幼
児
の
い
る
家
庭
で
は
オ
ム

ツ
や
粉
ミ
ル
ク
、
持
病
の
あ
る
方
は
常
備

薬
や
補
助
器
具
な
ど
も
必
要
で
す
。
我
が

家
の
非
常
持
ち
出
し
品
に
は
何
が
必
要

か
、
一
度
話
し
合
い
を
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

◯
家
具
を
固
定
し
ま
し
ょ
う

　

室
内
の
家
具
を
固
定
し
て
、
転
倒
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。
タ
ン
ス
や
電
気
製
品
等

の
重
い
家
具
は
、
地
震
に
よ
る
転
倒
や
落

下
に
よ
り
、
危
険
な
凶
器
と
な
っ
た
り
、

逃
げ
道
を
塞
ぐ
障
害
物
に
な
っ
た
り
し
ま

す
。
市
販
の
滑
り
止
め
シ
ー
ト
や
、
転
倒

防
止
器
具
を
使
っ
て
家
具
を
固
定
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
重
い
も
の
は
タ
ン
ス
の
上

な
ど
高
い
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
と
い
う
こ

と
も
重
要
で
す
。

◯
家
庭
で
話
し
合
い
を
し
ま
し
ょ
う

　

家
庭
で
災
害
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を

想
定
し
て
、
話
し
合
い
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
家
族
と
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
時
の

連
絡
方
法
は
ど
う
す
る
の
か
、
ど
こ
の
避

難
所
へ
避
難
す
る
の
か
、
ど
こ
を
通
っ
て

避
難
す
る
の
が
安
全
か
、
事
前
に
話
し

合
っ
て
お
く
こ
と

で
、
緊
急
時
に
あ
わ

て
ず
に
行
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【図3】　津波浸水想定図

家
庭
で
で
き
る
！

地
震
対
策
を

進
め
よ
う

南海トラフ巨大地震に備えようa disaster.

特集
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地
域
で
の
地
震
対
策

　　

平
成
７
年
１
月
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
救
わ
れ
た
人
命
の
う
ち
、
実

に
９
割
以
上
が
、
自
力
、
家
族
、
友
人
な

ど
地
域
の
人
か
ら
救
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ば
か
り
か
彼
ら
は
、
バ
ケ
ツ
を
手
に

し
て
火
の
延
焼
を
食
い
止
め
た
り
、
建
物

の
が
れ
き
を
取
り
除
い
た
り
し
、
被
害
の

拡
大
を
防
ぎ
ま
し
た
。

　

大
地
震
の
発
生
時
に
は
、
電
話
が
不
通

に
な
っ
た
り
道
路
が
破
壊
さ
れ
た
り
し

て
、
消
防
や
警
察
の
救
助
の
手
が
届
か
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事

態
で
も
、
住
民
が
連
携
し
救
助
活
動
や
消

火
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
と
き
に
は
隣
近
所
で
助
け
合
え
る
よ

う
、
日
頃
か
ら
地
域
の
方
と
声
を
掛
け
合

う
こ
と
も
す
ぐ
に
で
き
る
地
震
対
策
の
一

つ
で
す
。

　

ま
た
、
地
区
の
自
主
防
災
組
織
や
自
治

会
で
は
、
独
自
の
防
災
訓
練
や
、
防
災
の

勉
強
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

そ
う
い
っ
た
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

早
島
町
地
域
防
災
計
画
を
改
定

　　

町
で
は
、
地
震
や
水
害
な
ど
の
災
害
か

ら
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
こ

と
を
目
的
に
早
島
町
地
域
防
災
計
画
を
策

定
し
て
い
ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
な
ど
を
踏
ま
え
、
災
害
の
被
害
を
最
小

化
す
る
「
減
災
」
の
考
え
方
を
基
本
方
針

と
し
て
、
今
年
６
月
に
内
容
を
改
定
し
ま

し
た
。

主
な
実
施
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

● 
防
災
意
識
の
普
及
啓
発
や
自
主
防
災

組
織
の
育
成
に
よ
る
地
域
の
防
災
力

強
化

　

● 

災
害
時
の
町
職
員
の
参
集
体
制
の
整

備
な
ど
、
役
場
の
防
災
体
制
の
強
化

　

● 

多
様
な
主
体
と
連
携
し
た
防
災
訓
練

の
実
施

　

● 

地
区
ご
と
の
避
難
場
所
の
設
定
な
ど
、

円
滑
に
避
難
で
き
る
体
制
の
整
備

　

● 

広
域
災
害
に
備
え
た
防
災
関
係
機
関

相
互
の
連
携
体
制
の
整
備

　

町
で
は
、
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
地
域
の

方
々
と
と
も
に
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
計
画
の

全
文
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

身のまわりの防災対策をチェックしよう

早島町総合防災訓練
日時  9月29日（日） 8：00～
場所  早島小学校等町内各所

こちら早島町消防団！
うまく描けたよ！
小学生が消防車を写生

　

町
で
は
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
、

毎
年
9
月
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
が
参
加
し
、

大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
防
災
関
係

機
関
の
協
力
を
得
て
行
い
ま
す
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た

め
に
は
、
日
ご
ろ
の
備
え
と
災
害
時
に
ど
れ
だ
け
適

切
な
行
動
が
と
れ
る
か
が
大
切
で
す
。
訓
練
に
参

加
し
て
こ
の
機
会
に
身
の
ま
わ
り
の
防
災
対
策
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

早
島
町
消
防
団
が
7
月
17
日
に
早
島
小
学
校
を
訪
問
。

　

４
年
生
の
児
童
が
、
団
長
か
ら
消
防
団
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
た
後
に
、
消
防
車
を
思
い
思
い
に
描
き
ま
し
た
。

　

絵
を
描
い
た
後
は
消
防
車
に
乗
っ
た
り
、
機
械
器
具
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
が
そ
れ
ぞ

れ
児
童
か
ら
質
問
を
受
け
て
い

ま
し
た
。「
私
の
お
父
さ
ん
も

消
防
団
員
よ
！
」
と
い
う
児
童

も
い
る
な
ど
、
消
防
団
員
の
仕

事
や
使
命
、
消
防
車
の
し
く
み

な
ど
を
理
解
す
る
よ
い
機
会
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
日
描

い
た
絵
は
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
と

し
て
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に

町
内
に
展
示
す
る
予
定
で
す
。
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【木造住宅の耐震診断が2,000円で出来るようになりました!】
＊補助金額を拡充し、自己負担額を大幅に減らしました！

　近い将来予想される東南海、南海地震に対する備えとして、耐震化率の一層の向上のため、木
造住宅の耐震診断（現況診断）の補助額を拡充し、より手軽に診断してもらえるようにしました。
地震から命と財産を守るために、住まいの耐震化を検討してみませんか。

町の補助制度によりトータルにサポートします！    　　　　　 問　建設課（☎４８２・０６１4）

 
災
害
に
備
え
、住
ま
い
の
安
全
を
確
か
め
よ
う

　

町
で
は
、
火
災
情
報
を
は
じ
め
、

警
報
発
令
時
の
災
害
対
策
本
部
設

置
状
況
な
ど
の
情
報
を
い
ち
早
く

住
民
の
方
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、

携
帯
電
話
等
に
メ
ー
ル
配
信
を
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
災
害
情
報
を
い
ち
早
く

伝
達
で
き
、
避
難
な
ど
の
早
期
の

判
断
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
の
で
、
下
記
ア
ド
レ
ス
に
ア

ク
セ
ス
し
て
、
詳
細
を
ご
確
認
の

う
え
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
各
携
帯
会
社
が
提
供

す
る
「
緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
）」・「
緊
急
速
報

メ
ー
ル
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
・
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
）」
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
、

災
害
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
町
の
エ
リ

ア
内
に
い
る
各
携
帯
会
社
の
携
帯

電
話
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
、
一
斉

に
緊
急
地
震
速
報
や
災
害
情
報
を

配
信
す
る
も
の
で
す
。
対
応
し
て

い
る
携
帯
電
話
で
あ
れ
ば
、
登
録

は
不
要
で
、
町
民
の
方
で
な
く
て

も
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま
す
。
月
額

使
用
料
の
ほ
か
通
信
料
も
含
め
一

切
無
料
で
す
。

利
用
方
法

　

お
持
ち
の
携
帯
電
話
で
緊
急

速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル
や
緊
急
速
報

メ
ー
ル
の
受
信
設
定
を
「
Ｏ
Ｎ
（
利

用
す
る
）」
に
設
定
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※ 

携
帯
電
話
購
入
時
に
、
受
信
設

定
が
「
Ｏ
Ｎ
」
に
設
定
さ
れ
て

い
る
機
種
も
あ
り
ま
す
。

※ 

設
定
方
法
や
対
応
機
種
に
つ
き

ま
し
て
は
、各
携
帯
会
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
販
売
店
等
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

耐
震
化
ま
で
の
流
れ

　①補助の対象
 　・町内に存する民間のもの
　 ・昭和56年5月31日以前に建築されたもの
 　・構造が木造在来軸組工法であるもの
 　  （ツーバイフォー工法、ログハウス、プレハブ工法は除く）
　・地上階数が2以下のもの

②補助の内容
 ・耐震診断費用は1件（1棟）
あたり、42,000円です。
その内40,000円を補助
します。

  ◎耐震診断について

ステップ１ 耐震診断　
【耐震診断とは】
建築物が地震に対して耐震
性能を保有しているかどう
かを判断するための調査を
すること。

ステップ２　補強計画
【補強計画とは】
耐震診断の結果、耐震性に
問題がある場合、どこをど
のように補強するかを検討
すること。

ステップ３　耐震改修
【耐震改修とは】
必要な補強工事を言い、建
築物の基礎や骨組みを補強
することにより、倒壊しに
くい建物にすること。

携帯から登録する場合
http://www.town.hayashima.
lg.jp/i/index.html

パソコンから登録する場合
http://www.town.hayashima.lg.jp

※ 配信は、携帯メールを基本に設定していま
すが、パソコンメールでも受信できます。

町内の災害情報がいち早く
あなたの携帯電話に届く

防災メールに登録しよう

通信料も含め一切無料

緊急速報エリアメール、
緊急速報メールを活用しよう

！

選択

OK

緊急地震速報
緊急地震速報
茨城沖で地震発生。強
い揺れに備えて下さい
（気象庁）

南海トラフ巨大地震に備えようa disaster.

特集
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作詞者／川越　文子氏
（略歴）日本児童文芸家協会評議員、日本現代詩人会、日本
詩人クラブ会員。児童書 ｢坂道は風の通り道｣（くもん出版）
は、第10回倉敷音楽祭でミュージカルになる。他に「かこちゃ
ん」「ジュウベエと幽霊とおばあちゃん」（文研出版）、詩集「魔
法のことば」「ぼくの一歩ふしぎだね」（銀の鈴社）、「うつく
しい部屋」｢対話のじかん｣（思潮社）など多数。

 　　早島町町民総合会館「ゆるびの舎」開館15周年記念

早島町町民総合会館
「ゆるびの舎」開館15周年記念
「早島ふるさと音楽祭」

実行委員会メンバー
（平成25年6月現在）

委 員 長／江島　幹雄
（町民総合会館運営委員会会長）

副委員長／青葉美代子
（アンサンブル早島代表）

守屋　文子（さつきコーラス代表）

根岸左和子（早島少年少女合唱団代表）

千田　由紀（早島中学校吹奏楽部顧問）

順不同、敬称略　

「早島ふるさと音楽祭」
記念曲歌詞誕生
　昨年度、町民の皆さんから、応募していただ
いた歌詞を基に詩人で児童文学者である川越
文子氏（倉敷市在住）に5曲の歌詞として作詞し
ていただきました。

　※記念曲歌詞応募状況 : 応 募 者　 49組
　　　　　　　　　　　　応募総数　100点

早
島
町
町
民
総
合
会
館

「
ゆ
る
び
の
舎
」

開
館

周
年
記
念
事
業
概
要

　

平
成
25
年
度
に
「
ゆ
る
び
の
舎
」
開
館

15
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、「
町
民
参

加
型
で
実
行
委
員
会
形
式
の
手
作
り
の
事

業
を
し
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
町
民
総
合

会
館
運
営
委
員
会
委
員
に
よ
る
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
町
内
で
活
動
中
の
音
楽
関
係
者

を
中
心
に
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
我
が
ま
ち
「
ふ
る
さ
と
早

島
」
へ
の
思
い
を
聞
こ
う
と
今
春
「
詞
」

を
募
集
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
応
募
の

あ
り
ま
し
た
早
島
へ
の
想
い
で
あ
る「
詞
」

を
と
り
ま
と
め
、川
越
文
子
氏
に
依
頼
し
、

記
念
曲
歌
詞
に
創
作
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

本
年
12
月
1
日
（
土
）
開
催
の
「
早
島

ふ
る
さ
と
音
楽
祭
」
で
発
表
し
ま
す
。



組曲 『ふるさと早島』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作詞：川 越 文 子　　　　

特集♪ 組曲『ふるさと早島』誕生

一
　
早
島
の
は
じ
ま
り

　
　

む
か
し　

む
か
し　

そ
の
む
か
し

　
　

備び
っ

中ち
ゅ
う

早は
や

島し
ま　

島
で
し
た

　
　

吉き

備び

の
穴あ
な

海う
み

と　

よ
ば
れ
て
た

　
　

海
の　

ひ
と
つ
の　

島
で
し
た

　
　

む
か
し　

む
か
し　

そ
の
む
か
し

　
　

宇う

喜き

多た

の
殿と
の

さ
ま　

思
い
つ
き

　
　

潮し
お

止ど

め
堤
つ
つ
み

を　

築き
ず

い
た
の

　
　

宇う

喜き

多た　

堤
つ
つ
みの　

跡あ
と

に
立
つ

　
　

風
が　

誘さ
そ

っ
て　

く
れ
ま
し
た

　
　

開か
い

墾こ
ん

記き

念ね
ん

碑ひ　

弁べ

才ざ
い

天て
ん

　
　

そ
の
名
も　

ゆ
か
し　

汐し
お

入い
り

川が
わ

よ

　
　

む
か
し　

む
か
し　

そ
の
む
か
し

　
　

備び
っ

中ち
ゅ
う

早は
や

島し
ま　

島
で
し
た

　
　

吉き

備び

の
穴あ
な

海う
み

と　

よ
ば
れ
て
た

　
　

海
の　

ひ
と
つ
の　

島
で
し
た

二
　
一
度
は
お
い
で
！

　
　

早
島
よ
い
と
こ　

一
度
は
お
い
で

　
　

春
は
桜
の　

早
島
公
園

　
　

夜よ
ざ
く
ら桜

の
空　

ぼ
ん
ぼ
り
の
花

　
　

早
島
よ
い
と
こ　

一
度
は
お
い
で

　
　

い
草ぐ

さ

が
有
名　

花
ご
ざ
祭
り

　
　

畳
た
た
み
お
も
て

表
の　

よ
き
香か
お

り

　
　

早
島
よ
い
と
こ　

一
度
は
お
い
で

　
　

夏
の
広
場
は　

盆
お
ど
り

　
　

み
ん
な
揃そ
ろ

っ
て　

輪
に
な
っ
て

　
　

早
島
よ
い
と
こ　

一
度
は
お
い
で

　
　

ま
ぶ
し
い
神み

輿こ
し

が　

街ま
ち

を
い
く　

　
　

鶴つ
る

崎さ
き

神じ
ん

社じ
ゃ

の　

秋
祭
り

　
　

よ
い
と
こ
早
島　

一
度
は
お
い
で
！
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三
　
も
り
も
り
　
わ
く
わ
く

　
　

早
島
っ
子
で　

よ
か
っ
た
な

　
　

美
し
い
自し

然ぜ
ん

に　

包つ
つ

ま
れ
た

　
　

ふ
れ
あ
い
の
森
や　

深ふ
か

砂ざ
こ

公こ
う

園え
ん

　
　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に　

コ
ン
ベ
ッ
ク
ス

　
　

も
り
も
り　

い
き
い
き　

大だ
い

好す

き
な
街ま
ち

　
　

早
島
っ
子
で　

よ
か
っ
た
な

　
　

丘お
か

に
登の
ぼ

れ
ば　

溢あ
ふ

れ
る
光

　
　

幸し
あ

福わ
せ

は
こ
ぶ　

国
道
二
号
線

　
　

干か
ん

拓た
く

地ち

走
る　

マ
リ
ン
ラ
イ
ナ
ー

　
　

わ
く
わ
く　

う
き
う
き　

な
か
よ
し
の
街ま
ち

　
　

早
島
っ
子
で　

よ
か
っ
た
な

　
　

む
か
し
い
草ぐ
さ

で　

栄さ
か

え
た
新し
ん

田で
ん

　
　

早
は
や
し
ま
お
も
て

島
表
は　

ぼ
く
ら
の
誇ほ
こ

り

　
　

笑え

顔が
お

の
バ
ト
ン　

受
け
と
っ
た

　
　

も
り
も
り　

わ
く
わ
く　

夢ゆ
め

織お

る
街ま
ち

四
　
早
島
か
ぞ
え
歌

　

一　

ひ
と
つ　

備び

前ぜ
ん

と
備
び
っ
ち
ゅ
う中の

　
　
　
　

国
く
に
ざ
か
い境で
し
た　

早
島
は

　
　
　

ふ
た
つ　

不ふ

老ろ
う

の
道
を
行ゆ

く

　
　
　
　

老ふ

け
な
い
わ
れ
ら
は　

早は
や
し
ま
じ
ん

島
人　

早
島
人

　

二　

み
い
ー
つ　

見み

晴は

ら
し
の
丘お
か

に
立
ち

　
　
　
　

見
お
ろ
し
う
な
ず
く　

街ま
ち

や
駅

　
　
　

よ
ー
つ　

夜よ
ざ
く
ら桜
あ
で
や
か
に

　
　
　
　

早
島
公
園　

桜
ま
つ
り　

桜
ま
つ
り

　

三　

い
つ
つ　

い
草ぐ

さ

を
織お

る
音
が

　
　
　
　

ひ
び
い
て
で
き
ま
す　

花
む
し
ろ

　
　
　

む
う
ー
つ　

昔
む
か
しの
港
み
な
と
あ
と跡

　
　
　
　

大お
お

石い
し

ご
ろ
ご
ろ　

弁べ

才ざ
い

天て
ん　

弁
才
天

　

四　

な
な
つ　

長な
が

津つ

の
天て
ん

満ま
ん

宮ぐ
う

　
　
　
　

石い
し

段だ
ん

の
ぼ
れ
ば　

良よ

き
眺な
が

め

　
　
　

や
あ
ー
つ　

や
っ
ぱ
り　

矢や

尾お

の
蛍
ほ
た
る

　
　
　
　

子
ど
も
で
に
ぎ
わ
う
池
の
ほ
と
り　

池
の
ほ
と
り

　

五　

こ
こ
の
つ　

金こ
ん

毘ぴ

羅ら

往お
う

来ら
い

の

　
　
　
　

道
し
る
べ
で
し
た　

石い
し

灯ど
う

籠ろ
う

　
　
　

と
う
と
う　

最
後
の
十
番
目

　
　
　
　

戸と

川が
わ

の
殿と
の

さ
ま　

言い

う
て
ご
ざ
る

　
　
　
　
　

早
島　

栄さ
か

え
よ　

い
つ
ま
で
も　

い
つ
ま
で
も
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皆
さ
ん
の「
詞
」か
ら

早
島
へ
寄
せ
る
想
い
を
大
切
に

歴
史
と
文
化
を
謳
う

特集♪ 組曲『ふるさと早島』誕生

　

皆
さ
ん
の
「
詞
」
か
ら
は
、
早
島
へ
寄

せ
る
想
い
が
ず
し
ん
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
「
詞
」
た
ち
を
、
ど
の
よ
う
に

組
み
合
わ
せ
て
組
曲
と
成
し
て
い
く
か
。

心
が
け
た
の
は
、
素
晴
ら
し
い
早
島
の
歴

史
と
文
化
を
謳
う
こ
と
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
へ
の
歌
も
入
れ
る
こ
と
、
み
ん

な
で
合
唱
で
き
る
歌
詞
で
あ
る
こ
と
、
そ

し
て
、
何
よ
り
大
切
に
思
っ
た
の
が
、
寄

せ
ら
れ
た｢

詞｣

を
出
来
う
る
限
り
多
く

用
い
る
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
為
に
、
歌
詞
の
流
れ
に
添
え
る
よ

う
少
し
変
更
も
い
た
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、

「
絆
が
つ
よ
い
ぞ
」
を
、「
つ
よ
き
絆
の
」

と
い
う
よ
う
に
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
、
寄
せ
ら
れ
た
ほ
と

ん
ど
の
「
詞
」
で
、組
曲
『
ふ
る
さ
と
早
島
』

は
誕
生
し
ま
し
た
。

川
越　
文
子

問　

町
民
総
合
会
館
（
☎
４
８
２
・
４
８
０
０
）

五
　
ふ
る
さ
と
早
島

一　

風
わ
た
る　

野の

道み
ち

　
　

風
あ
そ
ぶ　

青あ
お

田た

　
　

思
い
出
す
初
恋
よ　

や
さ
し
い
家や

並な
み　

　
　

川
沿
い
に　

柳
が
あ
っ
た

　
　

荷に

馬ば

車し
ゃ

も　

通
っ
て
い
た

　
　

時と
き

重か
さ

ね　

い
ま
動
く
街　

ひ
か
る
街

　
　

ふ
る
さ
と　

早
島

二　

降
り
そ
そ
ぐ　

ひ
か
り

　
　

す
り
抜
け
る　

ひ
か
り

　
　

雨
あ
が
り
虹に
じ

の
橋　

街
を
見
守
る

　
　

ぞ
う
さ
ん
公
園　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
　

そ
び
え
立
つ　

ゆ
る
び
の
舎

　
　

手
を
ひ
い
て　

ひ
か
れ
て
巡め
ぐ

る　

支さ
さ

え
あ
う
街

　
　

ふ
る
さ
と　

早
島

三　

風
わ
た
る　

野の

道み
ち

　
　

降
り
そ
そ
ぐ　

ひ
か
り

　
　

ゆ
っ
た
り
と
雲
は
ゆ
く　

城
山
の
空

　
　

先せ
ん

人じ
ん

の　

教
え
か
み
し
め

　
　

未
来
を　

夢
み
る

　
　

サ
ツ
キ
花　

カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ　

　
　

つ
よ
き
絆
き
ず
なの　

ふ
る
さ
と
早
島

四　

春は
る　

夏な
つ　

秋あ
き　

冬ふ
ゆ

　
　

な
だ
ら
な
る
山　

空
の
青
さ
よ

　
　

ま
な
び
舎や

で
の　

思
い
を
胸
に

　
　

築
き　

あ
げ
よ
う
よ

　
　

ふ
る
さ
と　

早
島

　
　

ふ
る
さ
と　

早
島
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美しい自然環境を
未来へつなごう

用水路にゴミを捨てないで

災
害
の
原
因
に
も
な
る
河
川
の
ゴ
ミ

用
水
路
を
汚
す
原
因
は
、
家
庭
の
排
水

と
一
部
の
不
心
得
な
人
が
捨
て
る
ゴ
ミ
。

「
川
底
に
沈
ん
で
い
る
空
き
カ
ン
、
空
き

ビ
ン
」「
ビ
ニ
ー
ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
容
器
」「
水
路
脇
の
草

刈
り
を
し
た
後
の
草
」
な
ど
す
べ
て
人
の

手
に
よ
っ
て
捨
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
一

人
が
ひ
と
つ
の
ゴ
ミ
で
も
、
１
，０
０
０

人
が
同
じ
よ
う
に
捨
て
れ
ば
１
，０
０
０

個
に
な
り
ま
す
。
ゴ
ミ
の
山
が
い
く
つ
も

で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　

だ
れ
で
も
家
の
ま
わ
り
に
ゴ
ミ
が
落
ち

て
い
れ
ば
掃
除
を
し
て
き
れ
い
に
し
ま

す
。
川
が
自
分
の
も
の
な
ら
や
は
り
同
じ

こ
と
を
す
る
と
思
い
ま
す
。
用
水
路
や
空

地
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
が
、
１
ヵ
所
に
集

ま
っ
て
河
川
の
流
れ
を
悪
く
し
、
大
雨
の

時
な
ど
思
わ
ぬ
災
害
を
ま
ね
く
原
因
に
も

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
家
も
水
田
に
ビ
ニ
ー
ル
な
ど

の
ゴ
ミ
が
入
る
の
で
大
変
困
っ
て
い
ま

す
。
川
へ
ゴ
ミ
を
捨
て
な
く
て
も
、
町
で

燃
え
る
も
の
を
週
２
回
、
燃
え
な
い
も
の

を
２
週
間
に
１
回
集
め
て
い
ま
す
か
ら
、

近
く
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
す
だ
け

で
す
み
ま
す
。

　

用
水
路
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
の
で
は
な

く
、
拾
う
よ
う
に
し
な
く
て
は
、
き
れ
い

な
河
川
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
河
川
を
き
れ

▲用水路に落ちていたごみの数々
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い
に
し
災
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に

も
、
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
、
捨
て
る
人
を
見

か
け
た
ら
、
注
意
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

用
水
路
に
ゴ
ミ
が
あ
る
と

な
ぜ
い
け
な
い
の
？

　

用
水
路
も
含
め
た
河
川
は
、
多
種
多
様

な
生
物
が
生
息
す
る
空
間
で
あ
り
、
人
々

の
憩
い
の
空
間
で
す
。
川
に
棲
む
生
物
に

と
っ
て
の
「
庭
」
は
河
川
そ
の
も
の
で
す
。

　

近
年
に
な
っ
て
ビ
ニ
ー
ル
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
の
「
腐
ら
な
い
ゴ
ミ
」
が
増
え

る
の
に
伴
い
、
河
川
は
ゴ
ミ
で
埋
ま
り
、

出
水
の
た
び
に
海
岸
ま
で
流
れ
て
い
き
ま

す
。

　

大
切
に
し
て
美
し
い
自
然
環
境
を
未
来

に
ぜ
ひ
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

野
田
さ
ん
は
、
ご
み
減
量
化
推
進
協
議

会
会
長
と
し
て
活
躍
す
る
か
た
わ
ら
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人 

宇
喜
多
堤
見
守
り
監
視
隊
隊

長
と
し
て
、
町
内
の
用
水
路
の
清
掃
活
動

に
従
事
し
、
町
を
美
し
く
し
よ
う
と
尽
力

し
て
い
ま
す
。　
　

●
野
田
さ
ん
に
町
内
の
用
水
路
の
状
況
等

を
伺
い
ま
し
た
。

　

Ｑ
． 

暑
い
中
、
用
水
路
の
清
掃
に
従
事

さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
の
用
水
路

の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

　

Ａ
． 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、

空
き
缶
な
ど
用
水
路
は
ち
ょ
っ
と

目
を
離
す
と
す
ぐ
ご
み
が
山
積
し

て
い
る
状
況
で
す
。
週
に
２
回
早

朝
に
用
水
路
の
清
掃
を
し
て
い
ま

す
が
、
取
っ
て
も
取
っ
て
も
次
々

と
ご
み
が
捨
て
ら
れ
、
な
か
な
か

き
れ
い
に
な
り
ま
せ
ん
。

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
多
量
の
ご
み
を
入

れ
て
用
水
路
に
投
げ
込
む
な
ど
、

ど
う
し
て
？
と
首
を
か
し
げ
る
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
町
内
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ
ば
用
水
路

は
き
れ
い
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

Ｑ
． 

そ
れ
は
深
刻
な
問
題
で
す
ね
。
町

も
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

問　

環
境
産
業
課

（
☎
４
８
２
・
０
６
１
５
）

清掃作業中の野田健一さんら

マナーを守ろう！

　町内のいたる所
に犬の「フン」が
放 置 さ れ、 大 変
困っています。散
歩中の犬の「フン」は必ず後始末をして、
持ち帰りましょう（「フン」は燃やせるご
みとして出せます）。
野良猫による苦情が増えています
　野良猫にえさをやることにより、猫が住
み着き、悪臭が発生したり、子どもを生ん
だりしてご近所の方が迷惑しています。
　また、えさの残りにカラスが寄ってき
たり、虫が発生したりして、不衛生にな
ります。
　野良猫にえさをやらないでください。
猫を飼っている方へ
　飼い主が気づかなくても、ご近所の家
の庭でふんや尿をしてしまったり、いた
ずらなどで迷惑をかけることもあり、苦
情の対象になっています。
　また、放し飼いの猫が交通事故にあう
こともあります。極力室内で飼うことに
より、病気の感染を防ぐことや、無用な
繁殖を避けることもできます。適正な飼
育環境を整えて、責任をもって飼うよう
にしましょう。
　環境衛生にご協力ください。

迷惑してます！野外焼却

　廃棄物を焼却する、いわゆる「野外焼
却」は廃棄物処理法において禁止されて
おり、違反者は懲役や、罰金などの罰則
もあります。
　町内でも家庭ごみなどの「野外焼却」
を行い、黒煙・悪臭を発生させるといっ
た事例があります。周辺の迷惑となりま
すので、ごみは各地区のごみステーショ
ンに出して、家庭での「野外焼却」はや
めましょう。

問　環境産業課　（☎ 482・0615）

特集：美しい自然環境を未来へつなごう

町
内
の
用
水
路
を
き
れ
い
に
し
よ
う　

奮
闘
す
る
宇
喜
多
堤
見
守
り
監
視
隊

　  

野
田
　

健
一
　

宇
喜
多
堤
見
守
り
監
視
隊
隊
長
に
聞
く

interview

Ｑは環境産業課
Ａは野田健一さん
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Town Information

まちからのお知らせ

　

9
月
21
日（
土
）か
ら
9
月
30

日（
月
）ま
で
の
10
日
間
、「
い

そ
ぐ
ほ
ど   
き
け
ん
は
近
く
に   

や
っ
て
く
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、「
平
成
25
年
秋
の
交
通
安

全
県
民
運
動
」
が
県
下
一
斉
に

展
開
さ
れ
ま
す
。

　

町
内
に
お
い
て
も
街
頭
交
通

指
導
や
啓
発
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
も

ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
方
々
が
、
交

通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
ま
た

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
安

全
な
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
最
重
点
目
標
で
あ
る

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
」
に
つ
い
て
、
次
の
点

を
注
意
し
て
家
庭
や
地
域
ぐ
る

み
で
事
故
防
止
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

◆ 
子
ど
も
の
事
故
で
最
も

多
い
の
は
「
と
び
出
し
」

で
す
。
道
路
は
危
険
と

頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て

も
、
遊
び
に
夢
中
に
な

る
と
、
つ
い
道
路
に
と
び

出
し
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。「
と
び
出
し
は
し
な

い
」「
横
断
歩
道
以
外
は

渡
ら
な
い
」
と
い
っ
た
こ

と
を
日
頃
か
ら
繰
り
返

し
教
え
て
習
慣
づ
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

◆ 

高
齢
者
の
歩
行
中
の
交

通
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
道
路
の
横
断

中
に
起
き
て
い
ま
す
。
高

齢
者
の
み
な
さ
ん
、
無

理
な
横
断
は
避
け
、
十

分
に
安
全
を
確
認
し
て

か
ら
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

　

問　

総
務
課

　
　
（
☎
４
８
２・
０
６
１
１
） 

　
　
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
始
ま
り
ま
す

「
い
そ
ぐ
ほ
ど   

き
け
ん
は
近
く
に   

や
っ
て
く
る
」

　

10
月
1
日
に
全
国
で
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
は
、
住
宅
・
土
地
の
現

状
を
明
ら
か
に
す
る
5
年
に

1
度
の
統
計
調
査
で
す
。

　

一
定
の
統
計
上
の
抽
出
方

法
に
基
づ
き
選
定
さ
れ
た
調

査
対
象
世
帯
に
、「
調
査
員

証
」
を
持
っ
た
調
査
員
が
伺

い
ま
す
。
回
答
い
た
だ
い
た

内
容
は
統
計
法
に
よ
っ
て
厳

重
に
保
護
さ
れ
ま
す
。
安
心

し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

　

調
査
の
結
果
は
、
今
後
の

住
宅
・
土
地
政
策
に
欠
か
せ

な
い
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
活

用
さ
れ
る
ほ
か
、
最
近
の
社

会
・
経
済
課
題
に
対
応
す
る

た
め
の
詳
細
な
デ
ー
タ
と
し

て
活
用
さ
れ
る
な
ど
皆
さ
ん

の
暮
ら
し
に
役
立
て
て
い
き

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問　

企
画
課

　
（
☎
４
８
２
・
０
６
１
２
）

 □7月入札分
【建設課】
■町内舗装修繕（その１）工事
工事場所　町内一円
請負業者　エヌ・ケイ・ジー（株）　
契約金額　3,360,000円
工　　期　契約日から10月11日
概　　要　表層工、路盤工、コンクリート舗装等　　　　
■町道420号線舗装工事
工事場所　早島地内
請負業者　アーバンロード開発工業（有）
契約金額　2,911,650円
工　　期　契約日から平成26年3月31日
概　　要　舗装工、路床改良工、防護柵工等
■町道252・264号線交通安全施設工事
工事場所　早島地内
請負業者　東亜興産（株）
契約金額　4,158,000円
工　　期　契約日から9月30日
概　　要　区画線工、カラー舗装工、防護柵工　　　
■塩地地内道路側溝修繕工事
工事場所　早島地内
請負業者　（株）ノザキ工業
契約金額　1,995,000円
工　　期　契約日から9月30日
概　　要　側溝工、集水桝工、舗装工
■市場地内側溝修繕工事（その１）
工事場所　早島地内
請負業者　日笠土木（株）
契約金額　1,522,500円
工　　期　契約日から9月30日
概　　要　側溝工、集水桝工、舗装工
【上下水道課】
■前潟地内汚水管布設工事
工事場所　前潟地内
請負業者　東洋建設工業（株）
契約金額　6,720,000円
工　　期　契約日から9月30日
概　　要　管布設、マンホール工、桝設置工
■流通団地内汚水管詳細設計業務
工事場所　矢尾地内
請負業者　復建調査設計（株）
契約金額　4,200,000円
工　　期　契約日から9月30日
概　　要　汚水管詳細設計　
■流通団地中継ポンプ場耐震診断業務委託
工事場所　矢尾地内
請負業者　（株）ウエスコ
契約金額　2,394,000円
工　　期　契約日から10月31日
概　　要　耐震診断業務
■早島町内マンホールポンプ更新設計業務委託
工事場所　早島地内
請負業者　（株）ウエスコ
契約金額　1,785,000円
工　　期　契約日から9月30日
概　　要　マンホールポンプ更新設計
【生涯学習課】
■早島町中央公民館耐震補強及び改修工事
工事場所　前潟地内
請負業者　東洋建設工業（株）
契約金額　39,690,000円
工　　期　契約日から10月31日
概　　要　耐震補強及び改修

問　総務課（☎４８２・０６１１）

 住宅・土地統計調査にご協力を

秋
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Town Information

まちからのお知らせ

地域と下水道のふれあいデー

早島町における平成24年度の住民基本台帳閲覧状況は次のとおりです。

◇住民基本台帳法第11条による公的機関の閲覧
閲覧年月日 閲覧機関の名称 利用目的の概要 閲覧にかかる住民の範囲

平成24年4月24日 岡山県保健福祉
部生活衛生課

「第2次岡山県食の安
全・安心推進計画に関
する県民意識調査」の
対象者抽出

20歳以上の男女
（早島）

平成24年5月22日 岡山県環境文化
部環境企画課

「岡山県環境基本計画
見直しに係る環境に関
する県民意識調査」の
対象者抽出

20歳以上の男女
（前潟・矢尾・若宮）

平成25年3月14日 自衛隊岡山地方
協力本部長

自衛官等の募集に伴う
広報

平成7年4月2日～
平成8年4月1日
生まれの男子

◇住民基本台帳法第11条の2による法人・個人の閲覧
閲覧年月日 閲覧申出者名

（法人名、代表者名） 利用目的の概要 閲覧にかかる
住民の範囲

平成24年5月18日 社団法人新情報セ
ンター　事務局長　
平谷伸次

総務省統計局の委託に
よる「家計消費状況調
査」の対象者抽出

16歳以上の男女
（若宮）

平成24年9月6日 一般社団法人中央
調査社　
会長　西澤 豊

内閣府の委託による「外
交に関する世論調査」
の対象者抽出

20歳以上の男女
（前潟）

平成24年12月4日 一般社団法人中央
調査社　
会長　西澤 豊

内閣府の委託による「社
会意識に関する世論調
査」の対象者抽出

20歳以上の男女
（早島）

平成24年12月5日 株式会社日本リ
サーチセンター　
代表取締役社長　
鈴木稲博

日本銀行の委託による
「生活意識に関するアン
ケート調査」の対象者
抽出

20歳以上の男女
（早島）

平成25年1月30日 社団法人新情報セ
ンター　事務局長　
平谷伸次

内閣府の委託による「生
活の質に関する調査」
の対象者抽出

20歳以上の男女
（前潟）

問　町民課戸籍住民記録係（☎４８２・２４８２）

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
し
尿
や
生
活
排

水
を
美
し
く
よ
み
が
え
ら
せ
、
快
適
な
生

活
環
境
を
作
り
、
美
し
い
自
然
を
守
る
施

設
、
そ
れ
が
下
水
道
で
す
。

　

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と　

〜
き
れ
い
な

水
と
自
然
環
境
を
未
来
に
つ
な
ご
う
〜

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
快
適
な
生
活
や

自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
24
時
間
休
み
な

く
働
き
、
汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
い

ま
す
。
汚
れ
た
水
を
元
に
戻
す
た
め
に
は

多
く
の
水
が
必
要
と
な
り
ま
す
【
図
１
】。

問　

上
下
水
道
課（

☎
４
８
２・
０
６
１
７
）

9月は下水道月間

【図１】汚れた水を元に戻すには
●しょう油大さじ1杯（15ml）
　お風呂3杯分の水が必要
●みそ汁おわん1杯（200ml）
　お風呂8杯分の水が必要
●ビールグラス1杯（200ml）
　お風呂14杯分の水が必要
●牛乳1本（200ml）
　お風呂16杯分の水が必要
●てんぷら油なべ1杯（500ml）
　お風呂495杯分の水が必要

＝　　  3 杯

＝　　  14杯

＝　　  16杯

＝　　  495杯

＝　　  8 杯

住民基本台帳の閲覧状況を公表します

町営第一・第二駅前駐車場定期利用者
　

駅
西
側
に
あ
る
第
一
駅
前
駐

車
場
（
45
台
収
容
）
と
駅
東
側

に
あ
る
第
二
駅
前
駐
車
場
（
33

台
収
容
）
の
定
期
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。

申
し
込
み
資
格

　

（１）
Ｊ
Ｒ
の
通
勤
・
通
学
定
期

を
所
有
し
て
い
る
人

　

（２）
早
島
駅
か
ら
自
宅
ま
で
500

ｍ
以
上
あ
る
人

以
上
二
つ
の
条
件
を
満
た
す

人
募
集
台
数　

25
台

使
用
期
間　

10
月
1
日
〜
平
成
26
年
3
月

31
日
（
6
ヵ
月
間
）　

申
込
み
受
付　

　

9
月
2
日（
月
）〜
13
日（
金
）

　

執
務
時
間
内

（
土
・
日
曜
を
除
く 

8
：
30

〜
17
：
15
ま
で
）

使
用
料　

1
ヵ
月　

５
，０
０
０
円

（
た
だ
し
、
６
ヵ
月
分
ま
と

め
て
前
納
）

そ
の
他　

　

（１）
申
込
み
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。　

　

（２）
満
車
の
時
は
利
用
で
き
な

い
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

（３）
申
込
書
に
記
入
捺
印
の
う

え
、
Ｊ
Ｒ
定
期
券
・
車
検

証
の
写
し
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
町
役
場

建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

建
設
課

　
（
☎
４
８
２
・
０
６
１
４
）

E-m
ail

：kensetu

＠tow
n.

hayashim
a.lg.jp

募集

日時　9月14日(土)10：00～ 14：00
　　　小雨決行
場所　岡山県児島湖流域下水道浄化センター敷

地内(玉野市東七区453番地)
内容　・下水道コーナー (下水道探検・パネル

展示)
　　　・ ふれあいコーナー (ポット苗・風船プ

レゼント、子ども遊具)
　　　・ イベントコーナー (クイズラリー、子

どもいも掘り、もちつき)
　　　・ その他(食べ物、特産物、海産物コー

ナー等)
　　　　なお、詳細は折込チラシをご覧ください。
　問　「地域と下水道のふれあいデー」
　　　実行委員会

(☎０８６３・５１・１９５５)

HAYASHIMA　2013. 919



Town Information

まちからのお知らせ

　

多
く
の
皆
さ
ん
は
厳
し
い
経
済
状
況
の

中
で
も
、
納
期
限
内
に
税
金
（
町
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康

保
険
税
）や
保
険
料（
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
）を
納
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
病
気
や
失
業
な
ど
、
や
む
を

得
な
い
理
由
で
一
時
的
に
税
金
が
納
め
ら

れ
ず
、
相
談
さ
れ
る
方
が
い
る
一
方
で
、

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
経
済
状
況
に
も
か

か
わ
ら
ず
納
め
な
い
ケ
ー
ス
や
、
少
額
の

分
納
で
滞
納
が
累
積
し
て
高
額
と
な
っ
て

い
る
滞
納
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
町

で
は
、
こ
の
よ
う
な
滞
納
者
、
長
期
の
少

額
分
納
者
に
対
し
、
財
産
の
差
押
え
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
専
門
的
に
滞
納
整
理

を
行
う
「
岡
山
県
滞
納
整
理
推
進
機
構
」

に
加
入
し
て
お
り
、
町
の
納
税
催
告
に
応

じ
な
い
場
合
は
、
事
務
を
機
構
に
移
管
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
町
と
機
構
が
共
同

で
滞
納
整
理
を
行
う
こ
と
で
、
税
収
を
確

保
す
る
と
と
も
に
納
税
の
公
平
性
を
図
り

ま
す
。

　

納
税
が
遅
れ
る
と
延
滞
金
が
発
生
し
た

り
、
財
産
の
差
押
え
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
納
期
限
内
の
納
付
に
皆
さ
ん
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

滞
納
処
分
と
は

　

滞
納
処
分
と
は
、
国
税
徴
収
法
に
基
づ

き
、
滞
納
者
の
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）、

給
与
、
預
貯
金
な
ど
の
債
権
、
動
産
（
自

動
車
・
電
化
製

品
・
骨
董
品
な

ど
の
換
価
）
を

差
押
え
、
強
制

徴
収
す
る
こ
と

で
す
。
納
期
限

内
に
納
付
し
た

人
と
期
限
を
経

過
し
納
税
催
告

を
行
っ
て
も
納
付
し
な
い
人
（
滞
納
者
）

と
の
負
担
の
公
平
を
図
る
た
め
、
滞
納
者

に
対
し
て
、
強
制
的
に
税
金
を
徴
収
す
る

た
め
の
手
続
き
を
い
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
税
金

〜
納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
で
す
〜

　
町
税
や
介
護
保
険
な
ど
の
保
険
料
は
、
町
が
皆
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
滞
納
す
る
と
財
産
が
差
押
え
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
納
期
限
内
の
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

税金の納付は便利で確実な口座振替を…
　ついうっかりして、税金の納期限が過ぎてしまっていたという経験はありませんか。町では、便利で安全確
実な口座振替での納税をお勧めしています。一度申し込みをすれば、納め忘れを防ぐだけではなく、納期限の
たびに金融機関などへ足を運ばなくても納税ができるなど、とても便利です。

口座振替できる金融機関
　中国銀行・トマト銀行・玉島信用金庫・岡山西農業協同組合・　ゆうちょ銀行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  問　税務課（☎４８２・２４８４）

夜間納税相談の開設…
　平日の日中に仕事をしている方など、役場の開庁
時間内に相談に来られない方のために、毎月2回税
務課の窓口を午後8時まで延長しています。
　町税の納税相談を行っているほか、直接税金を納
付することもできます。
　相談日　9月25日（水）・26日（木）
　10月以降は、まちのカレンダーを参照ください。

滞納
納期限内の納税を

STOP The

強
制
徴
収
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Town Information

まちからのお知らせ

　

み
な
さ
ん
、
買
い
物
の
際
に
は
マ
イ

バ
ッ
グ
を
お
持
ち
で
す
か
？

　

県
で
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
店
舗
、
消
費
者
・
環
境
団
体
等
、
市
町

村
と
協
力
し
て
、
毎
月
10
日
を
「
岡
山
県

統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」
と
定
め
、
買
い

物
の
際
に
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
「
マ
イ

バ
ッ
グ
持
参
」
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

家
庭
か
ら
は
毎
日
、
生
ご
み
、
紙
類
、

容
器
の
包
装
廃
棄
物
な
ど
、
多
く
の
ご
み

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」

は
、
ご
み
を
減
ら
す
た
め
の
取
組
の
ひ
と

つ
で
、
レ
ジ
袋
の
削
減
を
通
し
て
環
境
に

や
さ
し
い
エ
コ
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
広

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
に
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
何
よ
り

も
必
要
で
す
。

　

買
い
物
の
際
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど
を

使
用
し
て
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
紙
は
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
し
、
生
ご
み
は
堆
肥
化
す
る
こ
と
を
心

が
け
、
ど
う
し
て
も
捨
て
る
際
に
は
よ
く

絞
っ
て
水
分
を
飛
ば
す
な
ど
、
み
ん
な
で

ご
み
の
減
量
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

問　

環
境
産
業
課（

☎
４
８
２
・
０
６
１
５
）

　長年にわたり社会に貢献された高齢者の
みなさんに感謝の意を込めて、長寿を祝う
敬老会を開催します。
　心なごむひとときをお楽しみいただける
よう、演芸アトラクションを準備しています。
　皆さんのご来場をお待ちしています。
招待者　町内在住の75歳以上の方
　　　　（昭和13年4月1日以前に生まれた方）
日　時　9月8日（日）10：00～ 12：00
会　場　ゆるびの舎・文化ホール
内　容　式典、演芸アトラクション
演芸内容
　■オープニングアトラクション
　　「童（わらべ）太鼓」
　■演芸アトラクション
　　「和芸＆パフォーマンスショー」
　　七福神楽芸隊
　　「落語」桂　文福

問　福祉課（☎４８２・２４８３）

日時 講座名 講師 会場
9 月 1 日（日）10:30～ 音楽鑑賞会 倉敷ジュニアフィルハーモニーオーケストラ講師 中央公民館多目的教室
9 月28日（土）13:30～ 健康講座

「食べ物と食べ方で紡ぐ
健康寿命」

川崎医療福祉大学医療技術学部臨床栄養学科
中坊幸弘教授

ゆるびの舎２階研修室

11月24日（日）14:00～ 落語　「はやしま寄席」② 噺の会　じゅげむ岡山支店 ゆるびの舎２階研修室
12月 8 日（日）10:00～ 男の料理教室

「たまには自分で作る酒の肴」　
NPO法人ふれあいネットはやしま会員 中央公民館調理室

平成26年
1月25日（土）13:30～

健康講座
「寝たきりを防ぐには」

川崎医療福祉大学医療技術学部リハビリテーショ
ン科　国安勝司准教授

ゆるびの舎２階研修室

2月 9 日（日）13:30～ 歌声ひろば NPO法人ふれあいネットはやしま会員 中央公民館多目的教室
3月 8 日（土） （仮）「早島町の防災を考えて

みよう」
岡山理科大学総合情報学部生物地球システム学科
西村敬一教授

ゆるびの舎２階研修室

　中央公民館内にある町民活動支援
センターを利用されたことがあります
か？センターでは主催講座の開催の
ほか、自主活動グループやボランティ
ア、地域活動の支援を行っています。
　活動はうまくいっていますか？お
困りごとはありませんか？お気軽に
ご相談ください。

開所日　火・木・金曜日
　　　　 9 ：00～ 12：00
　　　　13：00～ 16：00
場所　早島町中央公民館１階
問　町民活動支援センター
　　（NPO法人ふれあいネットはや
しま）（☎482・3771）

　　生涯学習課（☎482・1511）

　　

【自主講座のご案内（9月～）】

 ご利用ください　 町民活動支援センター

敬老会の
お知らせ 毎

月
10
日
は「
岡
山
県
下
統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」

昨年の音楽鑑賞会の様子
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7
月
1
日
か
ら
専
業
主
婦
（
※
）

の
年
金
が
改
正
さ
れ
、
会
社
員
の
夫

が
退
職
し
た
際
な
ど
に
年
金
の
切
り

替
え
の
手
続
き
が
遅
れ
た
り
ま
た
は

漏
れ
て
い
た
た
め
、
保
険
料
が
未
納

と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
う
し
た

場
合
の
主
婦
（
夫
）
が
手
続
き
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
の
受
け
取
り

が
可
能
に
な
っ
た
り
、
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

  「
主
婦
年
金
か
ら
の
切
り
替
え
の

  

手
続
が

年
以
上
遅
れ
た
こ
と
が

  

あ
る
方
は
、今
す
ぐ
手
続
き
を
！
」 

　

原
則
と
し
て
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
す
べ
て
の
人
が
「
年
金
」
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
夫
（
第
2
号
被
保
険
者
）

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
妻
（
専
業
主
婦:

第
3
号
被
保
険
者
）
は
、
保
険
料
を

納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
夫
が
退
職
し
た
場
合
や

妻
自
身
の
年
収
が
増
え
た
と
き
な

ど
は
、
手
続
き
（
第
3
号
被
保
険
者

か
ら
第
1
号
被
保
険
者
へ
の
変
更
手

続
）
を
し
て
、
保
険
料
を
納
め
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。　

 

　

こ
の
手
続
が
2
年
以
上
遅
れ
た
こ

と
が
あ
る
方
は
、
2
年
以
上
前
の
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
保
険
料
の
「
未
納
期
間
」
が

発
生
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
専
業
主
婦
の
年
金
が

改
正
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
方
は
手

続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
未
納

期
間
」
を
「
受
給
資
格
期
間
」
に

算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

（
※
）
妻
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
夫
が

専
業
主
夫
の
場
合
も
同
様
で

す
。

◆ 

手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無

年
金
や
年
金
の
減
額
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
老
齢

年
金
だ
け
で
は
な
く
、
万
一
の

時
の
障
害
年
金
な
ど
の
受
給
権

の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
保
険
料
納
付
で
年
金
額
ア
ッ
プ
！

　

手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本

来
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
払
う
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
期
間
の
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
最

大
10
年
分
）。
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
よ
り
、
年
金
額
が
増
え
ま
す
。 

※ 

平
成
27
年
4
月
か
ら
保
険
料
の

納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
を
さ
れ
た
方
に
、
平
成
27

年
4
月
に
向
け
て
保
険
料
納
付
の

ご
案
内
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

問　

 

国
民
年
金
保
険
料 

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
・
０
１
１
・
０
５
０
）

　
　

倉
敷
東
年
金
事
務
所　

（
☎
０
８
６
・
４
２
３
・
６
１
５
３
）

新しい保険証が
届いたら？

記載内容を確認し、大切に保
管してください。
※カードケースを紛失・破損
した場合は、役場町民課にて
新しい物を交付します。

古い保険証は
どうするの？

古い保険証は役場町民課に返
却していただくか、裁断のう
え破棄してください。

資格に異動が
あった場合は？

他の健康保険に加入した方は、
国保の資格喪失届が必要です。
また、国保に加入するときも
届出が必要ですので、異動が
あった場合は、必ず14日以内
に届出をお願いします。

専業主婦（夫）の年金が改正されました

　

早
島
町
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
は
、
毎
年

9
月
に
更
新
を
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
交
付
さ

れ
て
い
る
保
険
証
の
期
限
が
切
れ
る
9
月
30
日

ま
で
に
間
に
合
う
よ
う
に
、「
簡
易
書
留
」
で

世
帯
主
様
宛
に
ま
と
め
て
郵
送
し
ま
す
。

　

9
月
が
過
ぎ
て
も
保
険
証
が
届
か
な
い
場
合

は
、
役
場
町
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
の
全
部
ま
た
は

一
部
に
滞
納
が
あ
る
場
合
に
は
、
郵
送
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
更
新
の
お
知
ら
せ問　町民課（☎４８２・０６１３）

※圧着封筒で郵送します。

 新しい保険証は9月に郵送します
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国民健康保険被保険者の方へ

柔道整復師（整骨院・接骨院）の
かかり方

　整骨院や接骨院で柔道整復師の施術を受けるとき、国民
健康保険が使える場合と使えない場合がありますので、ご
注意ください。

◇柔道整復師（整骨院・接骨院）に
　かかるときの注意点
●負傷の原因を正しく伝えましょう
　　負傷の原因が仕事中などで労働災害に該当する場合

は、国民健康保険の保険給付は行われません。
　　交通事故による場合で国民健康保険を使用したとき

は、必ず町民課へお知らせください。

●保険医療機関（病院、診療所など）との重複受診はしない
　　同一の負傷で、同時期に柔道整復師の施術と保険医療

機関での治療を重複して受けることはできません。

●領収書は必ずもらいましょう
　　国民健康保険を使った場合は、後日、町から「医療

費のお知らせ」を送付しますので、医療機関や整骨院、
接骨院の領収書と請求内容を確認してください。

　　なお、領収書は「医療費控除」を受ける際にも必要に
なりますので、大切に保管してください。

◇国民健康保険からのお願い
●治療内容について町民課からお尋ねすることがあります
　　医療費の適正化を目的に、文書や口頭で施術日や施術

内容等について問い合わせをすることがあります。
　　施術の記録や領収書などを保管していただき、照会が

ありましたらご自身で回答できるようご協力をお願い
します。

問　町民課（☎４８２・０６１３）

 健 康 ＆ 福 祉 ガイド
 Health and Welfare Information

保険が使える場合

○打撲
○捻挫
○挫傷（肉離れなど）
○骨折・脱臼
※骨折・脱臼については
医師の同意が必要です
（応急措置を除く）

保険が使えない場合
（全額自己負担）

○慢性的な肩こりや
　筋肉疲労
○スポーツによる
　筋肉疲労・筋肉痛
○病気（神経痛、リウマチ、
五十肩、関節炎、ヘルニアなど）
が原因の痛みやこり

○脳疾患後遺症などの慢性病や、
症状の改善がみられない長期
の施術

○保険医療機関で療養中のもの
など

　

若
宮
自
治
会
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
と
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
図

り
、
親
睦
を
深
め
る
場
を
設
け
よ
う
と
、「
喜

楽
亭
」
を
昨
年
6
月
13
日
に
オ
ー
プ
ン
。
ス

マ
イ
ル
若
宮
（
木
村 

和
子
代
表
）
の
協
力

を
得
て
、
う
ど
ん
定
食
、
コ
ー
ヒ
ー
等
を
準

備
し
、
和
や
か
に
食
事
が
楽
し
め
る
場
と
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ほ
ぼ
1
年
。
毎
月
新
し

い
顔
ぶ
れ
が
増
え
、
喜
楽
亭
は
大
い
に
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
支
え
て
い
る
の
は
、
若
宮
自

治
会
役
員
や
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
、
ス
マ
イ
ル
若

宮
の
皆
さ
ん
の
尽
力
あ
っ
て
こ
そ
。
ス
マ
イ

ル
若
宮
の
皆
さ
ん
が
調
理
す
る
栄
養
バ
ラ
ン

ス
と
彩
り
を
考
え
た
食
事
は
参
加
者
の
楽
し

み
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
趣
向
を

こ
ら
し
た
催
し
も
参
加
者
の
親
睦
を
深
め
て

い
ま
す
。
若
宮
地
区
で
は
孤
独
に
悩
む
高
齢

者
が
い
な
く
な
り
、
地
域
住
民
が
皆
仲
良
く

な
る
こ
と
を
願
い
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

ひとり暮らしの高齢者の
コミュニティの場として定着

若宮自治会

喜 楽 亭

▲スマイル若宮の皆
さん

TOPIC
S
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お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

 

大お
お

森も
り　

一か
ず

枝え 

103 
歳

（
長
津
・
畑
岡
、
7
月
1
日
）

　

 

佐さ

藤と
う　

榮え
い

一い
ち 

80
歳

（
長
津
・
畑
岡
、
7
月
6
日
）

　

 

林は
や
し
　

周し
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎 

71
歳

（
矢
尾
、
7
月
10
日
）

　

 

倉く
ら

本も
と　

ユ
キ
子こ 

82
歳

（
塩
地
、
7
月
11
日)

　

 

福ふ
く

山や
ま　

純じ
ゅ
ん
ぺ
い平 

65
歳

（
弁
才
天
、
7
月
21
日
）

献
血
の
お
礼

　

7
月
18
日
実
施
の
献
血
に
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

献
血
の
実
施
状

況
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

　

今
後
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま

す
。

　

町
で
行
う
次
回

献
血
は
、
平
成
26

年
2
月
25
日（
火
）

の
予
定
で
す
。

問　

福
祉
課
（
☎
４
８
２
・
２
４
８
３
）

9
月
9
日
は
救
急
の
日
で
す
。

　

子
ど
も
の
急
な
病
気
に
困
っ
た
ら
、
ま

ず小
児
救
急
電
話
相
談
♯
８
０
０
０
ま
た
は

☎
０
８
６
・
２
７
２
・
９
９
３
９

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
保
護
者

の
方
が
、
休
日
・
夜

間
の
急
な
子
ど
も
の

病
気
に
ど
う
対
処
し

た
ら
よ
い
の
か
、
病

院
の
診
療
を
受
け
た

方
が
い
い
の
か
な
ど

判
断
に
迷
っ
た
時
に
、

小
児
科
医
師
・
看
護

師
へ
の
電
話
に
よ
る

相
談
が
で
き
ま
す
。

母
子（
父
子
）自
立
支
援
相
談

　

家
庭
児
童
母
子
（
父
子
）
自
立
支
援
相

談
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
い
ず
れ
も
無
料
で
、
女
性
の
相

談
員
が
話
を
伺
い
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　

9
月
6
日
（
金
）
13
時
〜
15
時

相
談
員　

備
中
県
民
局
健
康
福
祉
部　

ひ

と
り
親
自
立
支
援
員

場
所　

町
役
場

内
容　

ひ
と
り
親
家
庭
の
悩
み
・
相
談
対

応

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問　

福
祉
課
（
☎
４
８
２
・
２
４
８
３
）

介
護
者
の
集
い
「
家
庭
介
護
ら
く

ら
く
教
室
シ
リ
ー
ズ
②
」
を
開
催

　

介
護
し
て
い
く
上
で
の
”コ
ツ
“
を
実

技
で
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。
ご

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

9
月
20
日
（
金
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

内
容　
「
寝
返
り
起
き
上
が
り
、
立
ち
上

が
り
、
車
い
す
へ
移
乗
・
移
動
」

の
介
護
方
法

講
師　

介
護
福
祉
士

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
オ
ア
シ
ス

早
島
）
2
階
会
議
室

　

参
加
希
望
の
方
は
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問　

早
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
４
８
２
・
２
４
３
２
）

早島の人の動き
 （平成25年8月1日）

　　　　　　　　　 前月比
町人口／ 12,259人  （－8人）
男　性／   5,891人  （－8人）
女　性／   6,368人  （＋0人）
世帯数／4,672世帯（－6世帯）

9月保健ガイド
身体障がい者相談

　　問  福祉課（☎482・2483）

日時　9月11日（水）
　　　10：00～ 12：00（相談時間）
場所　オアシス早島

こころの健康相談（要予約）

　　問  福祉課（☎482・2483）

日　時　9月25日（水）
　　　　13：00～ 14：00
場　所　栴檀の家

※専門医師が
　相談に応じます。

 健 康 ＆ 福 祉 ガイド
 Health and Welfare Information

400ml 献血受付者数 51

献血者数 40

献血の出来なかった方
比重不足　9

その他　2

電話受付時間
休日　18 : 00 ～ 23 : 00
平日　19 : 00 ～ 23 : 00
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Go!Event Guide
まちのイベントガイド

10/25㈮
～27㈰
　　　 

町民制作展 

　日頃の活動の成果を中央公民館で展示してみません
か?皆さんの力作をお待ちしています。
会期　10月25日（金）～ 27日（日）
会場　中央公民館
部門　絵画、書道、写真、彫刻、陶芸、手芸、その他
出品　団体：1人1～ 2点、個人：1人1点（組）
応募資格
　団体：公民館などで活動する町内団体
　個人：町内在住・在勤者
申込　所定の申込用紙（中央公民館、生涯学習課窓口

またはホームページからダウンロード）に記入
のうえ、生涯学習課まで

締切　9月20日（金）まで
問　生涯学習課(☎４８２・１５１１)

　　　 
児童館講演会
「食が育てる、子どものこころとからだ」

　「食べることは、生きること。そして活きること。」
有井京子氏主宰の子どもの料理教室「わくわくキッズ
☆キッチン」の７年の風景から感じる、今子どもにとっ
て必要なことをお話しいただきます。

日時　９月27日（金）　10：00～ 11：30
演題　「食が育てる、子どものこころとからだ」
講師　有井　京子氏
　　　（管理栄養士・倉敷市食育推進会議委員）
場所　早島児童館２階集会室
申込　電話またはFAXで。託児(無料)をご希望の方は、

申し込みの際にお伝えください。
　問・申　早島児童館（TEL/FAX ４８３・２３５８）

9/27㈮
10：00～

   9月のお休み 2,9,16,23,26,30日
☆9/26は電話対応可☆

図書館だより

問　図書館（☎４８２・１５１３）

★「布絵本をつくろう!」
　講座生募集中!
　布絵本はさわってあそべる絵本で
す。子どもやお孫さんのために、布絵
本を作ってみませんか?初心者でも大
丈夫。図書館で布絵本を作っている「布
絵本の会」の先生が作り方を丁寧に指
導します。手先を生かしてボランティ
アをしてみたいという方も大歓迎。ぜ
ひ、お気軽にご参加ください。
日時　10/24（木）・11/7（木）
　　　11/21（木）・12/5（木）（全4回）
　　　13 : 00～15 : 00
※第1回のみ12時30分より材料配布
場所　早島町立図書館　2階　閲覧室
講師　図書館ボランティア　布絵本の会
内容　絵本『たまごのあかちゃん』を
もとに布絵本を作ります。作った布絵
本は各自でお持ち帰りいただけます。
定員　20名
受講料  500円

※受講料の他に材料代
　2,000円～3,000円くらい（実費）要。
持ってくるもの　裁縫道具
（たちばさみ、針、まち針、めうち、チャ
コペンシルなど）
申込み　9月18日（水）まで　
　　　　図書館1階カウンターで受付
★図書館公開講座
　「平安貴族の結婚」
　～藤原道長の妻たち～
　兼家の五男藤原道長は有力な兄たち
がいたため、ほとんど注目されない存
在でした。この道長に強運をもたらし
たのは、姉詮子（一条天皇生母、東三
条院）の推しと源明子、源倫子との婚
姻です。父の一条左大臣源雅信の猛反
対を、母穆子が押し切って結婚が実現
した源倫子。『源氏物語』にも描かれた
平安貴族の結婚の姿を話します。
講師　永安　洋　氏
　　　（元  倉敷翠松高等学校教頭）

日時　9月21日（土）
　　　14 : 00 ～ 15 : 30（90分程度）
場所　ゆるびの舎　2階　研修室
受講料　500円
定員　 45名、要申込

おはなしの時間
毎週木曜日10:30 ～ 11:00　
1階おはなしのへや
（9月5,12,19日）

職員による読み聞かせなどをしています。

ストーリーテリング
9月7日（土）　15:00 ～
1階おはなしのへや
図書館ボランティア

　おはなしの会かたつ夢り
　ろうそくを灯してお話を語ります。
　お話の世界を一緒に楽しみましょう。

かみしばいのじかん
9月8日（日）　14:00 ～　
１階おはなしのへや　
図書館ボランティア

　はやしま本だいすきの会　　
　絵本・紙芝居の読み聞かせや工作
　などをしています。

●ブックスタート
対象者
平成24年9月生まれ以降の乳児健診対象
者。(町民課で申し込み⇒図書館からお知
らせ葉書が届きます。図書館でも随時実施
していますが混み合うことがありますので、
なるべく右記実施日をご利用ください。）

実施日　9月17日（火）　
　　　　13 : 30～
実施場所　乳児健診会場（健康づくりセンター）
＊ ブックスタートについては、図書館ＨＰまたはブッ
クスタートHPをご参照ください。

　http://www.bookstart.or.jp
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平成26年
成人式実行委員募集

　今年度の成人式（平
成26年1月12日（日））
対象者の中で、成人式
を自分たちで作り上げ
ようという意欲のある
方。ぜひ実行委員に立
候補ください。
募集人数　10名程度
内　容　記念品、アトラクション等の企画・実施
予　定　9月下旬第1回実行委員会、以降定期的な会議

を行います。（原則月1回程度　平日の19時頃～）
場　所　ゆるびの舎内会議室等
応募締切　9月13日（金）
応募方法　町ホームページの専用申込

フォームまたは、携帯電話
QRコードから

問　生涯学習課（☎４８２・１５１１）

締切
9/13㈮
まで

No.184“ゆるび”
WEEKENDコンサート
オカリナ＆ピアノ
夢見る希望のコンサート

日　時　9月27日（金）
　　　　開場18:30
　　　　開演19:00
会　場　ゆるびの舎・エン

トランスホール　
　　　　※入場無料
出　演　オカリナ：「アイリス」
　　　　ピアノ：吉井 恵美子
　　　　アイリッシュハープ：藤井 史恵（賛助出演）
演奏曲目：「花は咲く」（菅野 よう子）
　　　　　「アメイジング・グレイス」（イギリス民謡）
　　　　　五重奏「夕焼小焼」（草川 信）　他

問　ゆるびの舎（☎４８２・４８００）

9/27㈮
19：00～

締切
9/7㈯
まで

クラブ･グループ発表会
出演団体募集

  学びの秋、芸術の秋が
やってきます！今年も、ゆ
るびの舎文化ホールを舞台
にクラブ・グループ発表会
を開催します。町内で活動
中のみなさん、一緒に日ご
ろの成果を発表しませんか？グループ間の交流も生ま
れますよ。
日　時　10月27日（日）10:30 ～
会　場　ゆるびの舎文化ホール
内　容　1団体10分で自由発表
参加資格　公民館等社会教育施設で活動するクラブ・グ

ループまたは、社会教育施設以外で活動する
町内団体（町内在住・在勤が過半数を占める
原則5人以上の団体）

参加費　無料
締　切　9月7日（土）
申　込　 所定の申込用紙（中央公民館、生涯学習課窓

口またはHPからダウンロード）に記入のう
え、生涯学習課まで

問　生涯学習課（☎４８２・１５１１）

　　　 
仲 秋 の 夕 べ 

　お茶会と“お月見落語”で来場者をもてなします。
日　時　9月20日（金）
　　　　18:00 ～お茶会／ 19:00 ～落語会
会　場　いかしの舎
お茶券　500円
　　　　「ゆるびの舎」「いかしの舎」で販売中。
呈　茶　裏千家　小野宗生と一門
演　目　目黒の秋刀魚（東家三ん生）
（予定）　目薬（安里家結太）

問　ゆるびの舎（☎４８２・４８００）
　いかしの舎（☎４８３・１２４３）

お茶券
発売中

安里家結太
（あさとや ゆんた）

　学生時代にめぐり会った落語
を、岡山へUターンしてから再開。
　聞いても、演じても楽しい落
語といっしょに歳をとりたいと
思っております。
　「泣かされて　また泣かされ
て　笑わせる」のは、プロの落
語家さん。
　素人は落語をおおいに楽しみ
たいと思っております。芸名は沖
縄民謡の『安里屋ユンタ』から
きており、沖縄大好き人間です。

東家三ん生
（あずまや さんしょう）
岡山市出身・在住

　10代の頃より江戸落語に
興味を持つ。大阪の大学に
進学したものの落研で江戸
落語を探求する。
　就職し、岡山に帰ってか
らも様々な場所で落語の活
動を続ける。
　「演じている者と聴いて
いる人が、その世界で遊べ
る落語を目指します」

実行委員企画茶話会の一場面
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川崎医療福祉大学連携講座
～フレッシュ健康栄養教室～受講生募集

　早島健康づくり元年！成人のための健康づくりを
テーマに、大人気の長寿講座を今年も開講します。毎
回の講座では、身体測定を実施し、約5カ月に渡る講
座期間中の体の変化をご自身で確認しながら、講習や
実習を受けます。生活習慣病を予防し、健康な毎日を
おくるため、一緒に学習してみませんか？
募集定員　25名（応募者多数の場合は抽選、但し、

初めての方優先）
　　　　　※原則として5回全て出席できる方。

受講料　無料
会　場　中央公民館講座室2
　　　　調理室
申　込　所定の申込用紙（公民館、生涯学習課窓口ま

たはHP）にご記入のうえ、生涯学習課まで
締　切　9月21日（土）
主　催　早島町中央公民館
　　　　川崎医療福祉大学

問　生涯学習課（☎４８２・１５１１）

締切
9/21㈯
まで

開講日 学習テーマ 内容・講師（予定）
10月10日（木）
9:30 ～ 12:10

はじまりは今から！
健康生活に向けて“食事・運動・休養”

講演：臨床栄養学科学科長　寺本房子氏
「臨床栄養から健康を考える」

11月7日（木）
9:30 ～ 12:10

やっぱり気になるお口のこと！
～歯の健康と食生活～”

講演：三宅妙子氏
「いつまでも、おいしく食べられる食生活支援」

12月5日（木）
9:30 ～ 13:10　　　　　　　　　　　　　　　　　　しってお得！食事と血圧の関係 調理実習

「ちゃんと美味しい減塩食」
平成26年
1月16日（木）
9:30 ～ 12:10

まいにちコツコツ『＋10分』
～いつでも　どこでも　運動習慣～

講演：出口佳奈絵氏
「いつ、何を食べるといいの？」

2月13日（木）
9:30 ～ 12:10 町（腸）じょうぶで免疫力アップの秘訣

なごやかtime
地域の魅力、再発見！
～受け継がれてきた食文化～

早島少年少女合唱団
第19回定期演奏会

　早島少年少女合唱団
定期演奏会を開催しま
す。今年のミュージカル
は「ひなぎく」。王女さ
まの11歳の誕生日に一
番すてきな首かざりを
贈った人と舞踏会で踊
ることになり・・・。
　このほかにも子どもも大人も楽しめる曲をたくさん
お届けします。
日　時　9月29日（日）13:30開場、14:00開演
会　場　ゆるびの舎文化ホール
入場料　1枚300円（全席自由）
　　　　※チケットはゆるびの舎または合唱団育成会

まで
プログラム　少年少女のための合唱ミュージカル
　　　　　　「ひなぎく」ほか

問　早島少年少女合唱団事務局（生涯学習課）
（☎４８２・１５１１）

9/29㈰
14：00～

第 18回オペレッタの一場面

はやしま生涯学習まつり
生け花展出展者募集

　秋の生涯学習まつり最終日、いきいき広場の開催に
合わせて、11月3日（日）にいかしの舎で生け花展を
開催します。町内で生け花をしている方ならどなたで
も出展できます。流派は問いません。秋のいかしの舎
を貴方のお花で彩りませんか？
展示日時　11月3日（日）9:00 ～ 16:00
会　　場　いかしの舎
生け込み　11月2日（土）10:00 ～ 19:30
参 加 費　500円
出展資格　町内在住・在勤の方（流派は問いません）
　　　　　※定員に余裕がある場合、町外の方も受け

つけます。
申し込み　所定の用紙（つくぼ商工会、公民館、生涯

学習課）にご記入の上、つくぼ商工会早島
支所まで

そ の 他　1人1点。花代等、展示に係る費用は各自
でご負担ください。

申込締切　9月25日（水）
　　　　　問　つくぼ商工会（☎４８２・０５２３）

締切
9/25㈬
まで
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Hello Babies
こんにちは赤ちゃん 7月生まれの赤ちゃん

９月こども保健ガイド
場所　ゆるびの舎・健康づくりセンター
　　　　　問　町役場福祉課・保健師

（☎482・2483）

 保育相談
日時　17日（火）10：00～ 10：30（受付）
対象　就学前の乳幼児
内容　身体計測、栄養相談、歯科相談など
※母子健康手帳をご持参ください。

 乳児健診
日時　17日（火）13：30～ 14：00（受付）
対象　4・7・9・12ヵ月児
内容　身体計測、内科診察、栄養相談、歯科

相談など
※母子健康手帳をご持参ください。

 育児学級（7～８カ月児）
日時　24日（火）10：00～ 12：00
対象　7～ 8ヵ月児とそのお母さん
内容　・同月齢児を持つお母さん仲間の交流
　　　・乳児のむし歯予防、歯の手入れにつ

いて
　　　・離乳食（中期）のポイント
※対象者には個人通知します。

○予防接種を受けましょう!
　感染症にかからないように、また他の人にうつさないために予防接種で免疫を
つけましょう!
◎麻しん・風しん混合ワクチンの予防接種
　対象者は下記のとおりです。
　第1期：生後12～ 24ヵ月未満の児
　第2期：5～ 7歳未満で小学校入学前の1年間にある児
◎二種混合（ジフテリア・破傷風）の予防接種
　小学6年生のお子さんは、二種混合の予防接種の対象年齢（11歳～ 13歳未満）
になります。
◎日本脳炎の予防接種
　平成7～ 18年度に生まれた方は、日本脳炎の予防接種が不十分になっていま
す。母子健康手帳を確認のうえ、不足分の接種を受けてください。

接種可能な年齢 標準的な接種年齢 受け方
1期初回 生後6～ 90ヵ月未満 3歳 6～ 28日間隔で2回接種
1期追加 生後6～ 90ヵ月未満 4歳（1期初回終了の

約1年後）
1期初回終了後、1回接種

2期 9～ 13歳未満 9歳 1回接種

【特例措置対象者】
　平成7年4月2日～平成19年4月1日生まれの方は、接種時20歳未満であれば、
日本脳炎の不足回数分を無料で接種することができます。
※すでに1期接種を1回または2回受けた方は、前回の接種から接種間隔が開いて
いても差し支えないので、（6日以上の間隔をおいて）残りの回数を接種してくだ
さい。
　既に必要回数（4回）の接種が完了している方は接種する必要はありません。
≪予防接種の受け方≫
1． かかりつけの医療機関で、受けようとする予防接種の接種日時等確認し、直
接予約して接種してください。

2．予防接種予診票は、医療機関に備えてありますので、直接受診してください。
《持っていく物》
・小児医療費受給資格者証（お持ちの方のみ）／健康保険証／母子健康手帳

問　福祉課　（☎482・2483）

For Health
保健情報

予防接種を
受けましょう！

武
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田
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　隼
はや

和
と

ちゃん・男の子
（7月1日・前潟）
父・弘明、母・美智子

吉
よし

岡
おか

　萌
ほ

乃
の

ちゃん・女の子
（7月5日・弁才天）
父・徳周、母・由里恵

鈴
すず

川
かわ

　智
ち

彩
さ

ちゃん・女の子
（7月6日・前潟）
父・英知、母・聡子

古
ふる

川
かわ

　花
か

帆
ほ

ちゃん・女の子
（7月11日・舟本）
父・勢一、母・礼華

中
なか

島
しま

　菜
な

月
つき

ちゃん・女の子
（7月13日・前潟）
父・直樹、母・朋子

中
なか

原
はら

拓
たく

之
の

進
しん

ちゃん・男の子
（7月14日・備南台）
父・朋生、母・佑美  

武
たけ

鎗
やり

　昊
こう

成
せい

ちゃん・男の子
（7月16日・下前潟）
父・泰範、母・亜津紗 

川
かわ

田
だ

　潤
じゅん

和
わ

ちゃん・男の子
（7月18日・金田）
父・真一郎、母・千津子

中
なか

島
じま

　健
けん

ちゃん・男の子
（7月18日・矢尾）
父・尉貴、母・美保

小
こばやし

林　蒼
あお

斗
と

ちゃん・男の子 
（7月20日・長津・畑岡）
父・郁海、母・和美

岩
いわ

本
もと

凌
りょう

太
た

郎
ろう

ちゃん・男の子
（7月17日・真磯台）
父・聖幸、母・聡子
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休館日：毎週火曜日・国民の休日
開館時間：10：00～ 17：00
問い合わせ先：
早島児童館 TEL/FAX(086)483-2358

早島町早島1297-1（早島小学校の北隣）
※ 駐車場はトマト銀行の北側にありま
す。自転車で来る人は小学校正門前の
土壁の前に止めて下さい。

はやしま児童館
だより

２日（月） 11:00 ～ おはなしなあに
３日（火） 10:00 ～ おそとであそぼう
４日（水） 10:00 ～ わくわく企画DAY「うちわ作りと水遊び」
５日（木） 10:00 ～ すまいるキッズ１回目
９日（月） 11:00 ～ わらべうた
10日（火） 10:00 ～ おそとであそぼう

11日（水）
13:30 ～
定員 10組
要申込

リフレッシュ企画
「バスボムを作ろう！」
　対象：子育て中の親子
　材料費：200円

12日（木） 10:00 ～ すまいるキッズ２回目

17日（火） 10:00 ～ おそとであそぼう

19日（木） 13:30 ～ 赤ちゃんサロン
　対象：1歳半までの親子

24日（火） 10:00 ～ おそとであそぼう

25日（水）
10:00 ～
定員１５組
要申込

赤ちゃんパーク
「ベビーサイン」
　対象：1歳半までの親子

26日（木） 10:00 ～ すまいるキッズ３回目
30日（月） 11:00 ～ 8・9月誕生日会

〒701-0304
都窪郡早島町早島4849－1
かんだ保育園内　☎480-0580
E-mail：k-shien@kurukuru.or.jp

開 園 日　月～土曜日
利用時間　10:00 ～ 16:00
お 休 み　日・祝・年末年始

かんだ子育て支援センター
あそびのひろば

★すまいるキッズ〈３回で１つのコースです〉
５日・12日・26日（各木曜日）　
対　象　1 ～３歳の親子（８組：要申込）
参加費　300円（資料・給食代）
お外で遊ぼう＆ミニ講座、3回目に給食体験！

★育児情報ダイヤル　428・7
な

8
や

6
む

7
な

　
　９月「食べ物の好き嫌いについて」
　約２分少々の育児情報が24時間流れています。

★一時保育　お子さんのお世話ができない時、一時的にお預かりしま
す。（要事前登録）予約は２週間先まで可能です。詳しくは各保育園にお
問い合わせください。   　　　　    　　　　　　　　　　　  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一時保育よやく

予約専用ダイヤル ☎480・1489（受付時間:8:30 ～ 17:30）　　
※緊急の場合は別途ご相談ください。

★完璧な親なんていない！～Nobody's Perfect～
10/25（金）、11/1（金）、11/8（金）、11/14（木）、11/22（金）、11/29（金）
10:00 ～ 12:00　
定　員　12名
要申込　詳細は問い合わせてください。

●児童館はこんなところだよ！
　児童館は、子どもたちがのびのびと楽しい時間を安心して過
ごせる場所です。楽しい遊びや体験活動などを通じて子どもた
ちが心豊かにいきいきと育つことをお手伝いします。
利用できる人
　＊０歳から18歳までの子どもとその保護者
　＊子どもの健全育成活動を進めている団体など

早島保育園の一時保育が始まっています。
　一時保育は、冠婚葬祭．仕事．病気．看護．介護等で急に子どもの世話
ができなくなった時に、あらかじめ登録した上で　週３日、月14日以内の
範囲でお子さんをお預かりする制度です。但し早島町外の方、保育園に在
籍している場合は利用できません。
登録手続き　電話でお問い合わせの上、印鑑・お子さんの保険証・乳児医療費受

給資格証・お子さんの写真をもって早島保育園にご来園ください。

保育時間　８：30～16：00
休園日　日曜日・祝祭日・園の定めた日
保育費　日額2,000円。
　　　　半日1,300円。
　　　　8：00～12：00（昼食を含む）・12：00～16：00（おやつを含む）の4時間。
　詳しくは早島保育園にお問い合わせください。
問　早島保育園一時保育直通電話　☎（４８６・１２３１）

早島保育園　一時保育が始まりました！

○絵本タイム ２日・９日・30日（月）
16：00～16：30 小学生対象 3冊ほどの絵本や紙芝居などを読んでいます。ゆったりと聞きに来ま

せんか。
○おやこひろば
「おじいちゃんおばあ
ちゃんにはがきをかこ
う」

13日（金）
10：00～11：00 乳幼児親子

親子でふれあい遊びや絵本を楽しんだ後、手形や野菜のスタンプで
おじいちゃんやおばあちゃんへのはがきを作りましょう。絵の具を
使いますので汚れても良い服装で参加してください。

★オセロ大会 14日（土）
14：00～15：00 どなたでも オセロの好きな人、トーナメントで対戦しませんか。ルールのわか

る人ならどなたも参加できます。友だちも誘って参加してね。
★講演会
「食が育てる、子ども
のこころとからだ」

27日（金）
10：00～11：30 どなたでも

「食べることは、生きること。そして活きること。」をモットーに活
動されている管理栄養士の有井京子先生に、食の話をしていただき
ます。託児の必要な方は、申し込みの時にお知らせください。

★…要申し込み（就学前の幼児は保護者同伴）

児童館からのお知らせ
　遊戯室の建て替え工事、児童館東側の石垣の工事が始まっ
ていますが、児童館正面入り口から出入りできます。遊ぶ
場所や遊具の利用の制限等、不便をおかけしますが、ご協
力をお願いします。
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早
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

◇
剪
定
講
習
の
お
し
ら
せ

日
時　

10
月
３
日
（
木
）・
４
日
（
金
）

場
所　

町
中
央
公
民
館

講
習
内
容　

講
義
と
実
技
（
松
の
剪
定
）

受
講
対
象
者　

シ
ル
バ
ー
会
員
及
び
シ
ル

バ
ー
入
会
希
望
者

申
込
期
日　

９
月
２
日
（
月
）
〜
９
月
30

日
（
月
）
に
下
記
事
務
所
ま
で

◇
技
能
講
習
受
講
者
募
集

　
（
９
月
の
受
付
分
）

■
植
木
剪
定
講
習

　

募
集
期
間　

９
月
３
日
〜
９
月
17
日

　

会
場　

岡
山
県
立
成
徳
学
校

■
家
事
援
助
講
習

　

岡
山
市

　
　

募
集
期
間　

８
月
20
日
〜
９
月
３
日

　
　

会
場　

岡
山
県
総
合
福
祉
会
館

　

倉
敷
市

　
　

募
集
期
間　

９
月
10
日
〜
９
月
24
日

　
　

会
場　

倉
敷
商
工
会
議
所

■
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
員
業
務
講
習

　

募
集
期
間　

９
月
19
日
〜
10
月
３
日

　

会
場　

倉
敷
商
工
会
議
所

　

申
込
書
等
は
、
早
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

◇
会
員
募
集　

　

左
記
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

軽
作
業
者
（
雑
作
業
）

９
月
の
入
会
説
明
会
は

　

日
時　

９
月
10
日
（
火
）

　
　

13
：
30
〜
14
：
30

　

場
所　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

務
所

◇
お
仕
事
募
集
中　

　

問
・
申　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

事
務
所
（
早
島
１
２
９
１
―
７
）

　

(

☎
４
８
０
・
０
３
３
５
）

　

hayashim
a@
sjc.ne.jp

「
若
者
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

開
催
の
お
知
ら
せ

受
講
料　

無
料

セ
ミ
ナ
ー
会
場
・
開
催
日

◆
岡
山
会
場　

　

第
一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
５
階

　
　

９
月
17
日
、
10
月
15
日
、
11
月
19
日
、

　
　

12
月
17
日
、
平
成
26
年
１
月
21
日
、

 

２
月
18
日
、
３
月
４
日
（
い
ず
れ
も

火
曜
日
）

◆
倉
敷
会
場　

　

倉
敷
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　

11
月
21
日
（
木
）

申
込
方
法

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
又
は
Ｈ
Ｐ
に
て
。

　

問
・
申　

お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
６
・
２
３
６
・
１
６
１
６
／

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
６
・
２
３
６・
１
６
３
０
）

http://w
w
w
.y-w

orkokayam
a.jp

第
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

開
催
日　

９
月
23
日
（
月
・
祝
）

場
所　

岡
山
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
帯
江
コ
ー
ス

参
加
資
格　

町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の

方
、
並
び
に
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
。

申
込
方
法　

直
接
ゴ
ル
フ
場
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

競
技
方
法　

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
、
Ｗ
リ
ペ
ア
方
式
、
コ
ー
ス
ロ
ー

カ
ル
ル
ー
ル
適
用
、Ｈ
Ｄ
Ｃ
Ｐ
36
ま
で
、

年
長
者
上
位

賞
品　

全
員
参
加
賞
、
優
勝
〜
15
位
、
そ

の
他
飛
び
賞
多
数

　

※
優
勝
者
は
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方
に
限
り
ま
す
。

プ
レ
ー
費　

キ
ャ
デ
ィ
ー
付

　
　
　
　
　
　

１
４
，６
０
０
円

　
　
　
　
　

セ
ル
フ　

１
１
，８
０
０
円

　
　
　
　
　
（
参
加
料
２
，０
０
０
円
、
消

費
税
、
利
用
税
等
を
含
む
）

※
競
技
終
了
後
、
食
堂
に
て
表
彰
式
（
飲

物
等
有
）
を
行
い
ま
す
。

主
催　
早
島
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

協
賛　

岡
山
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
帯
江
コ
ー
ス

　

問
・
申　

　

岡
山
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
帯
江
コ
ー
ス

　
（
☎
４
６
２
・
２
３
８
３
／

　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ
４
６
２
・
５
５
８
３
）

第
２
回
早
島
支
援
学
校
学
校
公
開

対
象　

病
弱
・
身
体
虚
弱
お
よ
び
肢
体
不

自
由
の
幼
児
児
童
生
徒
と
そ
の
保
護

者
、
教
育
関
係
者
、
福
祉
関
係
者

日
時　

10
月
12
日
（
土
）

　

９
：
10
〜
15
：
00

場
所　

岡
山
県
立
早
島
支
援
学
校

　

※
文
化
祭
の
見
学
の
み
実
施

申
込
締
切　

９
月
27
日
（
金
）

　

問　

早
島
支
援
学
校　

就
学
相
談
係

　
（
☎
４
８
２
・
２
１
３
１
／

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
４
８
２
・
２
１
３
０
）

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

 　

来
春
入
校
の「
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
」

「
防
衛
大
学
校
学
生
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

１
次
試
験
日

　

防
衛
医
科
大
学
校

　
　

看
護
学
科　

10
月
19
日
（
土
）

　
　

医
学
科　

11
月
2
日
（
土
）・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
日
（
日
）

　

防
衛
大
学
校　

11
月
９
日
（
土
）・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
日
（
日
）

受
付
締
切
日　

９
月
30
日
（
月
）

　

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

問　

自
衛
隊
倉
敷
地
域
事
務
所

　
（
℡
０
８
６
・
４
２
２
・
７
３
５
８
）　

　

http://www.mod.go.jp/pco/okayama
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戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

こ
ら
れ
た
方
や
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
へ

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る
次
の

通
貨
及
び
証
券
等
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

・
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ

た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
、
海
運
局

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
及
び
紙
幣
。

・ 

外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領
事
館

等
に
預
け
ら
れ
た
証
券
等
の
う
ち
、
日

本
に
送
還
さ
れ
た
も
の
。

　

返
還
の
申
し
出
は
、
本
人
だ
け
で
な
く

家
族
の
方
々
で
も
結
構
で
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

問　

水
島
税
関
支
署
総
務
課

　
（
☎
０
８
６
・
４
４
８
・
３
３
７
５
）

　

森
林
作
業
体
験
活
動
募
集
中 

 
 

 

　

岡
山
県
で
は
、
間
伐
や
つ
る
切
り
等
の

体
験
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
活
動
後

に
は
森
の
恵
み
を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
作
り
や
し
い
た
け
・
な
め
こ
収
穫
等

の
イ
ベ
ン
ト
企
画
も
。森
林
作
業
体
験
に
、

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。
詳
し
く
は
、
県
林
政
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

問　

岡
山
県
林
政
課
森
林
保
全
班

　
（
☎
０
８
６
・
２
２
６
・
７
４
５
４
）

　

http://w
w
w
.pref.okayam

a.jp/
page/341981.htm

l

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

　　

建
退
共
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
労

働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る

共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労

働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と

き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い

う
、い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
し

込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

問　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
岡
山
県

支
部（
☎
０
８
６・
２
２
５
・
４
１
３
３
）

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
方
、

又
は
重
度
の
後
遺
障
害
に
な
ら
れ
た
方
の

お
子
さ
ん
（
中
学
生
ま
で
）
に
対
し
て
無

利
子
の
育
成
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

■
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
頭
部
、
脊
髄
又
は

胸
腹
部
臓
器
に
損
傷
を
受
け
、
重
度
の
後

遺
障
害
を
遺
し
、
常
時
、
又
は
随
時
介
護

を
要
す
る
方
へ
介
護
料
を
支
給
し
ま
す
。

　

受
給
資
格
や
金
額
等
、
詳
し
い
こ
と
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

問　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
岡
山
支
所

　
（
☎
０
８
６
・
２
３
２
・
７
０
５
３
）

倉敷税務署からのお知らせ

　倉敷税務署では、年末までの予定で庁舎耐震
工事を行っているため、敷地内の駐車場は利用
できません。
　工事期間中は、ビジネスイン倉敷（倉敷市幸
町６－５）の駐車場南側を臨時駐車場としてお
りますので、ご理解、ご協力をお願いします。
　問　倉敷税務署
　（☎０８６・４２２・１２０１
　＊音声ガイダンスに従って「２」を　選択し
てください。）

「第４回ガイドヘルパー研修会」（全２回）
　　　受講生募集

    障がいのある方の外出のお手伝いをする、ガイ
ドヘルパーになりませんか?ガイドヘルパーは、障
がいのある方が外出するときに、見守りや食事の
お手伝いなどを行うヘルパーです。
※この講習会を修了した方は、倉敷市・早島町内限定でガイド
ヘルパーに従事することができます。
日　　時　10月26日（土）、27日（日）の2日間
　　　　　10：00～17：00
場　　所　川崎医療福祉大学（倉敷市松島288）
内　　容　現在従事中のヘルパーを中心とした講師に、障がい

の特性や福祉サービス、介助の方法・技術について
実習を交えて学びます。

受 講 料　無料
受講対象　受講修了後、外出支援を行うヘルパーとして、倉敷

市・早島町内で従事が可能な方で、ヘルパー資格を
所持していない方

受講定員　30名（※申込多数の場合は選考）
申込期限　所定の応募用紙で、9月17日（火）必着
主　　催　倉敷地域自立支援協議会
申・問　真備地域生活支援センター
　（☎０８６・４４１・７８００／ FAX０８６・４４１・７８０３）
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悪質商法に注意

囲碁クラブ例会報告
（7月28日20人参加）

【成績順位】
①佐々木正俊　　四段
②前田　直志　　三段
③光永　　明　　２級

▽三勝者　和田　弘志　　2級　ほか3人

▽四勝者　早瀬　和郎　　6級
＊定例会は毎月第4日曜日開催。
＊次回は、9月22日（第4日曜日）9：00～
＊場所：中央公民館　会費：600円
どうぞご参加ください。

消 費 生 活 相 談 事 例 の 紹 介

9月22日（日）毎月第４日曜日

7:00～11:00　 町役場西駐車場雨天
決行

主催：NPO法人はやしま楽市
【問い合わせ】NPO法人はやしま楽市事務局TEL080-3056-6910 （担当 佐藤）

電気設備の点検で点検料を請求された

【事例】
　電力会社から電気設備の点検を依
頼されたと業者が訪問してきた。
　点検終了後、点検料を請求され払っ
た。領収書も渡されず納得いかない。

（60代男性）
【アドバイス】
１． 電力会社には、4年に一度電気設
備の点検を実施することが義務付
けられています。
実際には委託を受けた保安協会
等が実施し無料で点検・調査しま
す。

２． 点検時に料金を請求することは一
切ありません。

３． 訪問時には身分証明書を携帯し提

示することが義
務付けられてい
ますので提示さ
れない時は提示
を求め事業者
名、住所や電
話番号等を控え
ておきましょう。

　　対応に不審な場合は電力会社や
保安協会等に問い合わせてみま
しょう。

４． トラブルに遭った時は相談窓口に
ご相談ください。

問　町役場企画課 【☎482・0612】
　　県消費生活センター

【☎086・226・0999】



大
瑠
璃
の
谺こ
だ
まま
ろ
べ
り
水
の
上 

石
井　

宏
幸

　

オ
オ
ル
リ
は
夏
鳥
と
し
て
渡
来
し
山
地
の
渓
流
沿
い
の
よ
く

茂
っ
た
林
に
す
む
。
そ
の
声
は
ウ
グ
イ
ス
、
コ
マ
ド
リ
と
と
も

に
日
本
三
鳴
鳥
と
さ
れ
る
。

　

山
の
池
か
湖
の
辺
で
大
瑠
璃
の
声
を
聞
い
た
。
美
し
い
声
は

山
々
に
木
霊
し
、
水
の
上
を
転
が
り
な
が
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。

朝
の
間
に
刈
り
終
へ
し
藺
や
泥
它
ふ 

大
崎　

弘
子

　

か
つ
て
早
島
近
辺
は
藺
草
の
産
地
と
し
て
全
国
に
知
れ
渡
っ

て
い
た
。
日
中
の
暑
さ
を
避
け
夜
明
け
前
か
ら
刈
り
始
め
る
。

　

刈
っ
た
藺
草
は
す
ぐ
に
染
土
に
浸
し
、天
日
に
拡
げ
て
干
す
。

干
し
上
が
っ
た
藺
が
泥
の
香
を
放
つ
。

大
玻
璃
戸
緑
の
風
を
映
し
け
り 

郷
原　

和
美

　

玻
璃
戸
は
ガ
ラ
ス
戸
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
額
窓
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。外
は
緑
一
色
の
夏
の
景
！
風
が
緑
の
木
々
に
吹
き
渡
る
。

　

緑
に
染
ま
っ
た
風
が
ガ
ラ
ス
に
映
る
！

厳
然
と
山
号
寺
号
蝉
時
雨 

豊
澤　
　

武

君
逝
き
て
時
は
流
れ
ぬ
蝉
時
雨 

矢
部
か
ず
子

訪
ひ
来
る
人
皆
史
家
に
沙
羅
の
花 

石
井
美
由
紀

山
梔
子
の
糸
雨
に
崩
れ
る
白
さ
か
な 

坪
井　

信
幸

い
つ
ま
で
も
戻
ら
ぬ
父
の
夕
涼
み 

滝
沢　

寿
子

校
門
に
交
す
挨
拶
朝
涼
し 

谷
水　

勝
利

早
苗
田
の
さ
ざ
波
白
き
雲
ゆ
ら
す 

佐
藤　
　

寛

月
見
草
咲
け
ば
夢
二
の
現
る
る 

青
葉　

恵
子

探
鳥
を
終
へ
て
涼
し
き
風
の
み
ち 

筑
後　

道
明

白
さ
へ
も
夾
竹
桃
は
燃
ゆ
る
花 

坪
井
日
出
夫

▽
石
井
宏
幸
特
選
三
句

帯
解
け
ば
汗
稽
古
着
を
解
け
ば
汗 

坪
井
日
出
夫

朝
の
間
に
刈
り
終
へ
し
藺
や
泥
它
ふ 

大
崎　

弘
子

大
玻
璃
戸
緑
の
風
を
映
し
け
り 

郷
原　

和
美

▽
早
島
俳
壇
の
ご
案
内

　

＊ 

毎
月
第
二
日
曜
日
13
時
30
分
よ
り
中
央
公
民
館
で
句
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

＊ 

俳
句
は
五
・
七
・
五
で
あ
る
こ
と
、
季
語
が
入
っ
て
い
る
こ
と

が
約
束
で
す
。

　

＊ 

ど
な
た
で
も
十
句
を
用
意
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

＊ 

問
い
合
わ
せ　

坪
井
（
電
話
４
８
３
・
２
１
５
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　

筑
後
（
電
話
４
８
２
・
２
３
３
９
）

▽
撰
者
詠
草

水み

張は
り

田だ

に
う
つ
る
白
雲
の
間
よ
り
少
な
く
な
り
し
蛙
の
声
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

岡
本　

稔
子

珍
皇
寺
か
ら
出い

で
来こ

し
わ
れ
に
妙
齢
の
婦
人
が
尋
ね
る
「
六

道
の
辻
」 

川
上　

安
代

向
日
葵
が
お
日
様
に
向
き
し
な
や
か
に
黄
色
の
花
を
輝
か
せ

ゐ
る 

篠
田　

邦
子

急
に
来
し
雷
雨
に
驚
き
鶯
も
郭
公
も
息
を
ひ
そ
め
ゐ
る
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

鈴
木　

信
子

旱か
ん

天て
ん

の
あ
と
の
大
雨
に
よ
み
が
へ
り
風
蘭
が
莟
を
つ
け
て
匂

ひ
た
つ 

田
中
美
代
子

友
の
里
の
京
都
に
集
ひ
し
女
子
会
は
ワ
イ
ン
と
フ
レ
ン
チ
で

夜
更
迄
続
く 

溝
手　

和
子

長
男
は
産
後
の
嫁
を
褒
め
称
へ
「
大
し
た
も
ん
じ
ゃ
」
と
独

り
の
ろ
け
る 

安
原　

敏
子

木
次
線
の
「
大お
ろ

蛇ち

電
車
」
の
駅
ご
と
に
素す
さ
の
を
の
み
こ
と

戔
鳴
尊
は
あ
ら
は

れ
に
け
る 

安
原　

知
子

▽
小
見
山　

輝
先
生

青
波
の
彼
方
讃
岐
は
白
峰
の
山
に
か
け
て
風
わ
た
る
ら
し

＊
早
島
短
歌
会
六
月
詠
草
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

岡
本　

稔
子
さ
ん
作

（
誤
） 

5
月
1
日
雪
降
る
と
こ
ろ
も
有
る
日
本
下
旬
に
な
れ

ば
真
夏
日
が
照
る

（
正
） 

五
月
一
日
雪
降
る
と
こ
ろ
も
有
る
日
本
下
旬
に
な
れ

ば
真
夏
日
が
照
る

＊
ど
な
た
で
も
「
一
首
か
ら
五
首
ま
で
」
お
持
ち
下
さ
れ
ば

参
加
で
き
ま
す
。

＊
短
歌
会
は
奇
数
月
は
第
三
土
曜
日
、
偶
数
月
は
第
４
土
曜

日
い
ず
れ
も
9
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
。

＊
講
師　

小
見
山　

輝
先
生

＊
問
い
合
わ
せ　

安
原　
（
４
８
２
・
１
８
０
８
）

第
447
回
早
島
俳
壇
定
例
句
会
作
品

坪
井　

日
出
夫
選

早
島
短
歌
会　
　
　

七
月
詠
草

小
見
山　

輝
選
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Topics  まちの出来事
目
に
も
涼
や
か

第
46
回
あ
さ
が
お
展

「
第

46
回
あ
さ
が
お
展
」（
早

島
花
の
銀
行
友
の
会
主

催
）
が
7
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
あ
さ

が
お
が
21
点
出
品
さ
れ
、
公
民
館
を

訪
れ
た
人
に
涼
や
か
な
姿
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

27
日
に
は
審
査
が
行
わ
れ
、
次
の

方
が
入
選
し
ま
し
た
。

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

岡
山
県
代
表
選
手
選
考
会

川
崎
ま
ど
か
さ
ん
が
400 

メートル

リ
レ
ー
で
金
メ
ダ
ル

全
国
小
学
生
陸
上
競
技

交
流
大
会
岡
山
県
代

表
選
手
選
考
会
が
7
月
6
日

に
津
山
で
開
催
さ
れ
、
川
崎

ま
ど
か
さ
ん
（
早
小
6
年
））

が
400
ｍ
リ
レ
ー
で
、

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

ま
た
100
ｍ
走
で
、
銅

メ
ダ
ル
に
輝
く
と
い

う
栄
誉
と
な
り
ま
し

た
。

　

リ
レ
ー
で
は
岡
山

県
代
表
と
し
て
、
8

月
24
日
に
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に

出
場
し
、が
ん
ば
り
ま
し
た
。

今
後
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
示
す

早
島
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　

７
月
６
日
、瀬
戸
内
チ
ャ

レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
が
瀬

戸
内
市
長
船
ス
ポ
ー
ツ
公
園

多
目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
早
島
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
選
手
た

ち
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
勝
ち

進
み
、
惜
し
く
も
決
勝
進
出

は
逃
し
ま
し
た
が
、
見
事
3

位
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
の
チ
ー
ム
に
足
り
な
い

も
の
を
補
い
、さ
ら
に
上
を
目

指
し
て
欲
し
い
で
す
。今
後
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

国
分
寺
杯
選
手
権
大
会（
拳
志
道
　
空
手
選
手
権
大
会
）

空
手 
白
蓮
会
館
岡
山
支
部
の
活
躍 

　

6
月
2
日
総
社
市
武
道

館
に
お
い
て
、
国
分

寺
杯
選
手
権
大
会
が
開
催
さ

れ
、
16
人
の
選
手
が
出
場
。

　

今
年
の
白
蓮
会
館
岡
山
支

部
は
、
初
め
て
出
場
し
た
選

手
の
健
闘
が
著
し
く
、
準
優

勝
1
人
、
3
位
3
人
、
敢
闘

賞
1
人
と
い
う
好
成
績
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
来
年
の
選
手
権
大
会

を
め
ざ
し
、
心
身
共
に
精
進

し
て
い
き
ま
す
。

入  選  者
左から、
金賞 （藤井昭爾さん（若宮））、
銀賞 （福田　健さん（若宮））、
銅賞 （野崎博子さん（舟本））

（敬称略）

第
18
回
倉
敷
市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
選
手
権
大
会

３
位
入
賞
お
め
で
と
う

６
月
22
、
23
日
、
真
備

総
合
体
育
館
で
第
18

回
倉
敷
市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、
早

島
男
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、
３
位
決
定
戦
で
J's 

Egg

チ
ー
ム
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

試
合
終
了
間
際
に
32
対
30

で
逆
転
し
、
見
事
3
位
と
な

り
ま
し
た
。
次
の
試
合
で

は
、
更
に
良
い
結
果
が
出
せ

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

町
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会
主
催

障
が
い
者
団
体
が
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流 

　

7
月
30
日
、
オ
ア
シ
ス

早
島
で
町
身
体
障
が

い
者
福
祉
協
会
主
催
の
軽
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
内
の
3
障
が
い
の

当
事
者
団
体
と
親
の
会
な
ど

の
40
名
が
参
加
し
て
室
内
ペ

タ
ン
ク
と
食
事
会
で
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
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まちの出来事  Topics
夏
休
み
に
夜
間
巡
回
活
動
を
実
施

早
島
町
青
少
年
育
成
推
進
協
議
会

早
島
町
青
少
年
育
成
推

進
協
議
会
は
、
夏
休

み
の
7
月
22
日
か
ら
31
日
ま

で
の
期
間
、
夜
間
巡
回
活
動

を
実
施
し
、
青
少
年
の
夜
間

徘
徊
な
ど
へ
の
声
か
け
を
行

い
ま
し
た
。初
日
の
22
日
は
、

早
島
町
役
場
玄
関
前
で
出
発

式
を
開
催
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
な
ど
か
ら
参
加
し
た
メ
ン

バ
ー
、
早
島
交
番
自
主
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
、
倉
敷
警
察
署
、

早
島
交
番
な
ど
が
集
合
し
、

倉
敷
警
察
署
生
活
安
全
課
長

に
よ
る
出
発
合
図
の
も
と
、

パ
ト
カ
ー
や
青
パ
ト
に
よ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
と
、
徒
歩
に
よ

る
巡
回
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
8
月
は
早
島
交

番
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の

青
パ
ト
に
よ
る
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
が
毎
日
行
わ
れ
ま
し

た
。 

イ
草
製
品
を
求
め
て
賑
わ
う

早
島
・
倉
敷
花
ご
ざ
ま
つ
り

今
年
で
21
回
目
を
迎
え

た
「
早
島
・
倉
敷
花

ご
ざ
ま
つ
り
」。

　

今
年
は
、
7
月
6
日
、
7

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
2

日
間
で
１
３
，０
０
０
人
が

来
場
。
い
草
製
品
が
格
安
で

販
売
さ
れ
る
年
に
一
度
の
イ

ベ
ン
ト
も
定
着
し
、
ず
ら
り

と
並
ん
だ
テ
ン
ト
の
多
種
多

彩
な
商
品
の
中
か
ら
、
自
分

の
お
気
に
入
り
の
商
品
を
品

定
め
す
る
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
会
や
農
協
に

よ
る
屋
台
村
、
花
ご
ざ
手
織

り
技
術
保
存
会
に
よ
る
実
演

や
ミ
ニ
機
体
験
な
ど
も
行
わ

れ
、
我
が
町
早
島
を
支
え
て

き
た
い
草
の
魅
力
を
来
場
者

に
た
っ
ぷ
り
と
紹
介
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
３
備
中
は
や
し
ま
夏
ま
つ

り
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が

８
月
10
日
、
町
南
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
早
島
小
学
校
５
年

生
に
よ
る
「
早
小
ソ
ー
ラ
ン
」
や
早
島

少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
合
唱
、Ka 

Lehua H
aw

aii

（
カ
レ
フ
ア
ハ
ワ
イ
）

の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の

歌
と
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
と
き
わ
民
踊
同
好
会
、
早
島

民
踊
同
好
会
、
舞
民
踊
同
好
会
に
よ
る

熟
練
の
踊
り
や
早
島
イ
草
太
鼓
に
よ
る

勇
壮
な
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
ど
り
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
ス
ポ
ー

まつり

早島少年少女合唱団の澄んだ歌声が響く
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Topics  まちの出来事

ツ
少
年
団
や
民
踊
団
体
な
ど
15
組
約
300

人
が
出
場
し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
衣
装

で
早
島
ご
ざ
織
り
サ
ン
バ
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
約
800
発
の
花
火
が

打
ち
上
げ
ら
れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

夏
ま
つ
り
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
で
支
え
ら
れ
て
お
り
、
当
日
の

本
部
受
付
や
案
内
は
中
高
生
が
担
当

し
、
会
場
で
は
、
早
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
に
よ
る
ゴ
ミ
の
分
別
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
翌
日
に
は
早
島
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
会
員
に
よ
る
会
場
周
辺
の

清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

妹尾産業㈲、㈱ハローズ
岡山ガス㈱、東洋建設工業㈱、
焼肉みやび
コーエイハイメカニックス㈱、㈱山陽
設計、坪井造園、㈱岡山情報処理セン
ター、瀬戸内自工㈱、蓮の花雑貨店、
林商会
㈱アイアットOEC、㈱アスコ、㈱ウエスコ岡
山支社、㈲えんとら、大森外科、岡山県建設労
働組合都窪支部、岡山県総合流通センター運営
協議会、一般財団法人関西書芸院、㈱木村建築
設計事務所、㈱キャリアプランニング、キリン
ビールマーケティング㈱岡山支社、合同会社大
橋、佐野モータース、社会福祉法人淳風福祉会、
昭和㈱岡山営業所、㈲太平洋工業、ダスキン早
島支店、㈲坪井石材店、でんきのコア早島、㈱
二鶴堂、㈱肉の丸栄、㈱ノザキ工業、早島藺製
品問屋会、㈱早島クリーンセンター、早島美容
組合、東真磯台公園掃除隊、備南ガス㈱早島営
業所、㈱ふうりん、(医)ふじい整形外科、三菱
食品㈱中国物流事業所、㈲弥高電気、㈱横本組

アイシンゴールド㈱、青木酒店、いけや化粧品店、石井
サイクル商会、一井工業㈱、インディスク、魚勇商店、オー
ジー物流㈱、大森サイクルセンター、㈱奥村組広島支店、
お酒のつなしま、㈲おもてや、北山商店、倉敷製帽㈱、
㈱倉敷ヤマシタ、小池化粧品店、㈲澤田交通、山陽文具
㈱、JA岡山西早島町支店、㈱ジップ、昇降機メンテナン
ス協同組合、(医)神経内科クリニックなんば、スタジオカ
メラサトウ、妹尾酒店、宝寿し、ダートコーヒー㈱、綱島
本店、坪井モータース、デンキのヒラオカ、特別養護老
人ホーム白亜館、ハートフルショップH&M、はやし整骨
院、はやしま歯科・矯正歯科、早島・地所㈱、㈲早島タ
クシー、はら歯科医院、日笠土木㈱、ビナンオートサービス、
㈱平松電器東店、㈱ビルテック下着屋アズズ倉敷、ふじ
た花店、まさや、㈱円広満貨、㈲溝手自動車、三和整備、
焼きたてパンはやしま工房、(医)優心会岡山大塚歯科医院、
ラルゴ、リコージャパン㈱中国営業本部岡山支社、㈱玉
島活版所　

商品協力： 広川㈱岡山支店、コカ・コーラウエスト㈱ベン
ディング岡山支店倉敷駐在

㈲：有限会社、㈱：株式会社、(医)：医療法人
多くの方のご協力に御礼申し上げます。

敬称略・順不同

2013

備中は
やしま夏　

早小ソーランでポーズをとる5年生児童
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9月の無料相談

　今年の児島湖流域清掃大作戦＆
クリーンウォーキングは、役場駐
車場を起点に三軒地・久々原・下
前潟方面及び前潟方面へ道路清
掃・用水路の浮遊ゴミ回収等の清
掃ボランティアを実施します。
　健康増進のための健康ウォーキ
ングを兼ねて行います。ふるって
ご参加ください。
　問　環境産業課
　　　　（☎４８２・０６１５）

日時 9月1日（日） 
受付開始　7：00～
出　　発　7：30
少雨決行。
中止の場合順延はしません。

集合
場所

※できるだけ徒歩または自転車で
　お越しください。

役場駐車場
Aコース
役場→紫苑ハウス前→
久々原駅前→
久々原地内水路→下前潟→
役場駐車場（ごみ収集場所）
　　　　　　　   約3.４㎞

Bコース
役場→前潟地内水路→
役場駐車場（ごみ収集場所）
　　　　　　　　 約3.2㎞

●行政相談　10日（火）　13：00～
　オアシス早島　【総務課　☎482・0611】

●心配ごと相談・児童相談　10日（火）　13：00～
　オアシス早島　 【福祉課　☎482・2483】

●人権相談　11日（水）　10：00～
　ゆるびの舎　【町民課　☎482・2482】

●保育相談　17日（火）　10：00～
　ゆるびの舎・健康づくりセンター 
　【福祉課　☎482・2483】

●法律相談　25日（水）　13：00～
　町役場　 【総務課　☎482・0611】

●夜間納税相談　25日（水）・26日（木）　17：30～
　町役場　【税務課　☎482・2484】

●教育相談　5日・12日・19日・26日（木）　13：00～
　ゆるびの舎　【学校教育課　☎483・2211】舎

スタート・ゴール
役場駐車場

早
島
駅

紫苑ハウス
●

久々原駅

■編集・発行　早島町役場企画課　〒 701-0303 岡山県都窪郡早島町前潟 360-1　TEL 482-0612　FAX 482-3405
■ E-mail  kikaku@town.hayashima.lg.jp　■URL http：//www.town.hayashima.lg.jp



 日 月 火 水 木 金 土

ごみA地区
矢尾　日笠山　若宮　無津
塩津　官舎　大池　真磯台
市場　備南台　金田　噂島
下野　畑岡

中山　ニュー早島　頓行　小浜
塩地　花町　片田　長津　弁才天
宮崎　舟本　前潟　下前潟
三軒地　久々原

1日（日）せのお病院（南区妹尾）　 086・282・1211
8 日（日）茶屋町駅前クリニック（茶屋町）  
 　  　  420・0007
15日（日）南岡山医療センター（早島）　 482・1121
16日（祝）重井附属病院（南区山田）
 　  　  086・282・5311
22日（日）あいの里クリニック（南区大福）
     　086・281・6622
23日（祝）善家循環器科内科医院（茶屋町）
 　  　  420・0255
29日（日）赤司整形外科医院（北区平野）
 　  　  086・293・3557

ごみB地区

休日上下水道修理当番店 休日当番医
　　　　１日（日）

７日（土）・８日（日）

14日（土）・15日（日）

16日（祝）・21日（土）・22日（日）

23日（祝）・28日（土）・29日（日）

463・0007　　090・4148・4334

466・3888　　090・7976・3646

425・5220　　090・4804・9634

090・7509・1633

086・296・2543

東洋建設工業

信 江 工 業

横 本 組

大 橋 工 業

田中設備工業

9月
2013

まちのカレンダー

9/1 2 3 4 5 6 7

燃やせるごみA 燃やせるごみB 燃やせないごみA 燃やせるごみA 燃やせるごみB 資源ごみ（紙類）
8 9 10 11 12 13 14

燃やせるごみA 燃やせるごみB 燃やせないごみB 燃やせるごみA 燃やせるごみB 資源ごみ（金属類）

燃やせるごみA 燃やせるごみB  燃やせるごみA 燃やせるごみB 

燃やせるごみA 燃やせるごみB  燃やせるごみA 燃やせるごみB 資源ごみ（紙類）

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 10/1 2 3 4 5

燃やせるごみA 燃やせるごみB 燃やせないごみA 燃やせるごみA 燃やせるごみB 

児島湖清掃大作戦
＆クリーンウォー
キング
7:30 ～
町役場駐車場

●身体障がい者相談
10:00 ～ 12:00
オアシス早島
●人権相談
10:00 ～ 15:00
ゆるびの舎

●園庭開放
9:00 ～ 11:00
幼稚園本園・東分
園
●教育相談
13:00 ～
ゆるびの舎

●下水道ふれあいデー
10:00 ～
児島湖流域
下水道浄化セン
ター敷地内
●音楽の絵本
14:00 ～
ゆるびの舎・文化
ホール

●心配ごと相談・
児童相談
13:00 ～ 14:00
オアシス早島
●行政相談
13:00 ～ 14:00
オアシス早島

●保育相談
10:00～10:30（受付）
ゆるびの舎・健康
づくりセンター
●乳児健診
13:30～14:00（受付）
ゆるびの舎・健康
づくりセンター

教育相談
13:00 ～
ゆるびの舎

●中学校早輝祭
9:00 ～
中学校
●仲秋の夕べ
18:00 ～
いかしの舎

早島町総合防災訓練
8:00 ～
町内各所

はやしま楽市
7:00 ～ 11:00
町役場西駐車場

国民健康保険税
4期分納期限

教育相談
13：00～
ゆるびの舎

●こころの健康相談
（要予約）
13:00 ～ 14:00
栴檀の家
●法律相談
13:00 ～ 16:00
町役場
●夜間納税相談
17:30 ～ 20:00
町役場

育児学級
（7～8カ月児）
10:00 ～ 12:00
ゆるびの舎・健康づ
くりセンター

●教育相談
13:00 ～
ゆるびの舎
●夜間納税相談
17:30 ～ 20:00
町役場

“ゆるび”
WEEKEND
コンサート
19:00 ～
ゆるびの舎・エント
ランスホール

敬老会
10:00 ～
ゆるびの舎

教育相談
13:00 ～
ゆるびの舎

資源ごみ（びん類・廃
乾電池・水銀入体温計）

資源ごみ（布類、
ペットボトル）

粗大ごみ戸別収集
（イトーピア団地
早 島 分 は 除 く）

燃やせないごみB
午
後
か
ら

秋分の日

敬老の日


